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別紙 17 

屋内アクセスルートの設定について 

 

屋内アクセスルートは，重大事故等時において必要となる現場

活動場所まで外部事象を想定しても移動が可能であり，また，移

動時間を考慮しても要求される時間までに必要な措置を完了させ

ることが重要である。外部事象のうち一番厳しい事象は地震であ

り，地震起因による火災，溢水，全交流動力電源の喪失を考慮し

てもアクセス性に与える影響がないことを確認し設定する。 

 

1. 屋内アクセスルート設定における考慮事項 

屋内での各階層におけるアクセスルートを選定する場合，地

震随伴火災の恐れがある油内包機器又は水素内包機器，地震随

伴内部溢水を考慮しても移動可能なルートをあらかじめ設定す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：火災源となる機器については，別紙 21「地震随伴火災

の影響評価」参照 

別紙（30） 

屋内アクセスルートの設定について 

 

屋内アクセスルートは，重大事故等時において必要となる現場

活動場所まで外部事象を想定しても移動が可能であり，また，移

動時間を考慮しても要求される時間までに必要な措置を完了させ

ることが重要である。外部事象のうち一番厳しい事象は地震であ

り，地震起因による火災，溢水，全交流動力電源の喪失を考慮し

てもアクセスに与える影響がないことを確認し設定する。 

  

1. 屋内アクセスルート設定における考慮事項  

屋内での各階層におけるアクセスルートを選定する場合，地

震随伴火災のおそれがある油内包機器又は水素内包機器※１，地

震随伴内部溢水※２を考慮しても移動可能なアクセスルートをあ

らかじめ設定する。 

また，建屋屋上にアクセスする際は，地震津波以外の自然現

象を考慮し，気象状況をあらかじめ確認し必要な措置を講じ

る。例えば積雪時においては，事前に除雪を実施し，アクセス

性を確保する。 

 

 

 

 

以下に屋内アクセスルートの選定の考え方を示す。 

・中央制御室から原子炉棟，付属棟（廃棄物処理棟）へ移動す

るルートは，原子炉建屋内に設定されるアクセスルートを優

先して使用することを基本とする。 

・火災発生時に優先ルートのアクセス性が阻害された場合は，

迂回路を使用する。 

・原子炉棟，付属棟（廃棄物処理棟）の各階層を移動するルー

トは，地震，火災等の被害により，アクセス性が阻害された

場合は，影響の小さいルートを使用し操作場所までアクセス

する。 

・地震随伴内部溢水については，アクセスルートの最大溢水水

位を評価した上で影響を受ける可能性があることを想定し，

必要な措置を講じる。 

※1 火災源となる機器については，別紙（31）「地震随伴

火災源の影響評価について」参照 

別紙（13） 

屋内のアクセスルートの設定について 

 

アクセスルートは，重大事故等時において必要となる現場活動

場所まで外部事象を想定しても移動が可能であり，また，移動時

間を考慮しても要求される時間までに必要な措置を完了させるこ

とが重要である。外部事象のうち一番厳しい事象は地震であり，

地震起因による火災，溢水，全交流動力電源の喪失を考慮しても

アクセス性に与える影響がないことを確認し設定する。 

 

1. 屋内のアクセスルート設定における考慮事項 

屋内での各階層におけるアクセスルートを選定する場合，地

震随伴火災のおそれがある油内包機器又は水素内包機器※１，

地震随伴内部溢水※２を考慮しても移動可能なアクセスルート

をあらかじめ設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に屋内のアクセスルートの選定の考え方を示す。 

 

 

 

・火災発生時にアクセス性が阻害された場合は，迂回路を 

使用する。 

・原子炉建物，タービン建物，廃棄物処理建物及び制御室

建物の各階層を移動するルートは，地震，火災等の被害

により，アクセス性が阻害された場合は，影響の小さい

ルートを使用し操作場所までアクセスする。 

・地震随伴内部溢水については，アクセスルートの溢水水

位を評価した上で影響を受ける可能性がある場合は，必

要な措置を講じる。 

※1：火災源となる機器については，別紙(17)「屋内のアク

セスルートにおける地震随伴火災の影響評価」参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，アク

セスルートの一部とし

て建物屋上を通行しな

いことから気象状況の

影響を受けない 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，屋内

アクセスルートの選定

の考え方を明記 

・設計方針の相違 

【東海第二】 

 東海第二は，開閉に

時間を要するハッチ階

段をアクセスルートに

選定しており，固有の

考え方で優先ルートを

設定しているが，島根

２号炉は，建物内の複

数ある制約のないアク
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※2：内部溢水については，別紙 22「地震随伴内部溢水の影

響評価」参照 

 

 

2. 屋内アクセスルートの成立性 

技術的能力 1.1～1.19 で整備した重大事故等時において期

待する手順について，外部事象による影響を考慮しても屋内に

設定したアクセスルートを通行できることを確認した。その結

果を「技術的能力における対応手順と操作・作業場所一覧」に

整理する。 

また，移動経路については，本別紙第 1 図「柏崎刈羽原子

力発電所 6 号及び 7 号炉重大事故等時 屋内アクセスルート」

に示す。第 1 図に記した「①～⑧」は，本別紙第 1 表「技術

的能力における対応手順と操作・作業場所一覧」の屋内アクセ

スルートの記載にある数字と関連づけがなされている。 

なお，原子炉建屋最地下階の内部溢水に関する影響について

は，別紙 22に示す。 

 

 

 

 

 

 

3. 屋外アクセスルートとの関係 

重大事故等時は屋内での活動はもとより，可搬型重大事故等

対処設備での屋外側での設置作業との連携が重要である。そこ

で，重大事故等対処設備を使用する場合には，緊急時対策要員

（現場要員）の滞在場所から現場に向かう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2 内部溢水については，別紙（32）「地震随伴内部溢水

の影響評価について」参照 

 

 

2. 屋内アクセスルートの成立性 

技術的能力 1.1～1.19で整備した重大事故等時において期待

する手順について，外部事象による影響を考慮しても屋内に設

定したアクセスルートを通行できることを確認した。その結果

を第 1表に整理する。 

 

また，移動経路は第 1図に示す。また，第 1図に記した「①

～⑧」は第 1表の屋内アクセスルートに記載のある数字と関連

づけがなされている。 

 

 

なお，第 2表に，第 1図中の操作対象箇所における操作対象

機器及び操作項目等を示す。 

 

 

 

 

 

 

3.  屋外アクセスルートとの関係 

重大事故等時は屋内での活動はもとより，可搬型重大事故等

対処設備の屋外での設置作業との連携が重要である。そこで，

重大事故等時の屋内現場操作においては，災害対策本部（初動

体制）の重大事故等対応要員（運転操作対応）が速やかに屋内

へアクセスし，中央制御室に常駐する運転員とともに現場活動

を行う必要がある。 

上記の重大事故等対応要員（運転操作対応）は，確実かつ速

やかに屋内へアクセスする必要があることから，原子炉建屋入

口への入域方法等について以下に示す。 

また，屋外から直接原子炉建屋入口へ入域するためのアクセ

スルートを第 2図に示す。 

 運転操作要員は，平日，夜間及び休日（平日の勤務時間帯

外）での重大事故等時において，執務室（事務本館）又は

緊急時対策室建屋から速やかに屋内へアクセスする。 

※2：内部溢水については，別紙(18)「屋内のアクセスルー

トにおける地震随伴内部溢水の影響評価」参照 

 

 

2. アクセスルートの成立性 

技術的能力 1.1～1.19 で整備した重大事故等時において期

待する手順について，外部事象による影響を考慮しても屋内に

設定したアクセスルートを通行できることを確認した。その結

果を第 1 表「技術的能力における対応手順と操作・作業場所一

覧」に整理する。 

また，移動経路については，本別紙第 1 図「島根原子力発電

所２号炉重大事故等時 屋内のアクセスルート」に示す。ま

た，第 1図に記した「①～⑪」は，本別紙第 1表「技術的能力

における対応手順と操作・作業場所一覧」のアクセスルートに

記載のある数字と関連づけがなされている。 

なお，第 2 表に，第 1図中の操作対象箇所における操作対象

機器，操作項目等を示す。 

 

 

 

 

 

 

3. 屋外のアクセスルートとの関係 

重大事故等時は屋内での活動はもとより，可搬型重大事故等

対処設備の屋外での設置作業との連携が重要である。そこで，

重大事故等対処設備を使用する場合には，緊急時対策要員（現

場要員）の滞在場所から現場に向かう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セスルートを状況に応

じて使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，原子

炉建物最地下階におい

て内部溢水による影響

を受けない 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，運転

員の現場操作は中央制

御室に滞在する運転員

が対応 
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 停電時においても入域可能な原子炉建屋への入口を 4 箇所

設定し，地震発生時は原子炉建屋西側の 2 箇所から入域す

る。また，地震に対して多様性を確保するために設定する

原子炉建屋南側から入域することも可能である。（第 3表参

照） 

 原子炉建屋西側からの入域時は，高所に設定する入口を優

先して使用する。 

 原子炉建屋西側に設定される残りの入口を使用する場合

は，電源盤が設置される電気室を通過する必要があるた

め，電気室での火災発生に伴う影響により，アクセスが困

難と想定される場合は迂回路にて屋内へ入域する。（第 3表

参照） 

 屋内への入域後，事故時の現場作業に備え敷地遡上津波の

影響を受けない中央制御室へ参集又は操作場所へ移動する。

（第 3表参照） 

なお，夜間及び休日（平日の勤務時間帯外）において，発電

所外から発電所に参集する災害対策要員は，参集先となる緊急

時対策所から原子炉建屋内へアクセスする。  

その他，重大事故等対処設備を使用する場合には，重大事故

等対応要員が緊急時対策所建屋近隣の可搬型設備の保管場所に

移動し，可搬型代替注水大型ポンプやタンクローリを準備し各

水源や接続口周りでの現場活動に当たることとなる。 
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(1/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（1／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(１／１３) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違によ

る設備及び対応手順の

内容の相違 
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(2/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（2／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(２／１３)   
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(3/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（3／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(３／１３) 
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(4/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（4／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(４／１３)  
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(5/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（5／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(５／１３)  
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(6/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（6／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(６／１３)  
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(7/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（7／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(７／１３) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0-653



   

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(8/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（8／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(８／１３) 
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(9/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（9／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(９／１３) 
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(10/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（10／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(１０／１３) 
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(11/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（11／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(１１／１３) 
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(12/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（12／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(１２／１３) 
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(13/14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（13／14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 島根原子力発電所２号炉 技術的能力における対応手順

と操作・作業場所一覧(１３／１３) 
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第１表 柏崎刈羽原子力発電所 6号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(14/14) 

 

 

 

 

第 1表 東海第二発電所 技術的能力における対応手順と操作・

作業場所一覧（14／14） 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(1/15) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，単独

申請 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(2/15) 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(3/15) 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(4/15) 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(5/15) 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(6/15) 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(7/15) 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(8/15) 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(9/15) 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(10/15) 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(11/15) 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(12/15) 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(13/15) 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(14/15) 
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第 2表 柏崎刈羽原子力発電所 7号炉 技術的能力における対応

手順と操作・作業場所一覧(15/15) 
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屋内アクセスルート ルート図 

第 1図 ①東海第二発電所 重大事故等時 屋内アクセスルート

（1／8） 

第
1
図
 
①
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

6
号
及
び

7
号
炉
 
重
大
事
故
等

時
 
屋
内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

(
1/
8
)

第
1
図
 

①
島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
炉
 
重
大
事
故
等
時

 
屋
内
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
(
１
／
１
１
)

1.0-676



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所(2018.9.18版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1図 ①東海第二発電所 重大事故等時 屋内アクセスルート

（2／8）  
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第 1図 ①東海第二発電所 重大事故等時 屋内アクセスルート

（3／8） 

第
1
図
 

③
島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
炉
 
重
大
事
故
等
時

 
屋
内
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
(
３
／
１
１
)

第
1
図
 

③
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

6
号
及
び

7
号
炉
 
重
大
事
故
等
時
 
屋
内
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

(
3/
8
)

1.0-678



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所(2018.9.18版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1図 ①東海第二発電所 重大事故等時 屋内アクセスルート

（4／8） 
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第 1図 ①東海第二発電所 重大事故等時 屋内アクセスルート

（5／8） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所(2018.9.18版) 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1図 ①東海第二発電所 重大事故等時 屋内アクセスルート

（6／8） 
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 第 1図 ①東海第二発電所 重大事故等時 屋内アクセスルート

（7／8） 
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第 1図 ①東海第二発電所 重大事故等時 屋内アクセスルート

（8／8） 第
1
図
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第2表 操作対象機器一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2表 操作対象機器一覧(１／２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，第 1

図に関連付けて操作対

象機器及び操作項目を

一覧表で記載 

・設備の相違 

【東海第二】 

 プラントの相違によ

る設備の相違 
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第 2表 操作対象機器一覧(２／２) 
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第 2図 緊急時対策所建屋，事務本館，緊急時対策室建屋から 

原子炉建屋への徒歩によるアクセスルート（1／2） 
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第2図 緊急時対策所建屋，事務本館，緊急時対策室建屋から原

子炉建屋への徒歩によるアクセスルート（2／2） 
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第 3表 重大事故等対応要員（運転操作対応要員）の 

屋外から原子炉建屋入口へのアクセスルート影響評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，複数

ある原子炉建物への入

口に対して，外部から

の影響を受ける入口は

ない 
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参考資料－1 

屋内アクセスルートにおける狭隘な箇所 

 

 アクセスルートの通行幅は，原則80㎝と設定しているが，原子

炉建屋付属棟内のケーブル処理室は平常時における通行路ではな

く，一部，60㎝未満となり通行姿勢の制限を受ける区域となる。 

 そのため，現場の状況確認を行い，通行が不可能となるような

箇所がないことを確認した。 

 

 

第1図 屋内アクセスルートにおける通行時に通行姿勢が 

制限される箇所(1／3) 

 

 

 

・記載の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，屋内

アクセスルートとして

平常時における通行路

を設定 
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第 1図 屋内アクセスルートにおける通行時に通行姿勢が 

制限される箇所（2／3） 
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第1図 屋内アクセスルートにおける通行時に通行姿勢が 

制限される箇所（3／3） 
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参考資料－2 

原子炉建屋付属棟内新設ルートについて 

 

原子炉建屋付属棟における中央制御室を基点とした，上下階の

行き来を可能とする新設アクセスルートを設定する。 

なお，当該ルートの設定は，昇降設備として階段を設置するこ

と，火災区域のバウンダリを確保すること，また，重大事故等時

に空調機械室に設営するチェンジングエリアとの干渉等を念頭に

実施する。 

当該アクセスルートの概要を第 1図に示す。 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 火災影響を避けるた

めに新しく設定したル

ートに対する東海第二

固有の説明資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0-695



   

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所(2018.9.18版) 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

第1図 原子炉建屋付属棟内新設アクセスルート概要図（1／3） 
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第1図 原子炉建屋付属棟内新設アクセスルート概要図（2／3） 
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第1図 原子炉建屋付属棟内新設アクセスルート概要図（3／3） 
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参考資料－3 

原子炉建屋付属棟 1階電気室の耐火壁設置による通行性及び 

作業性について 

 

原子炉建屋付属棟 1階電気室における，電気盤等の系統分離の

ための 1時間耐火隔壁設置による，アクセスルートの通行性及び

電気盤類の操作性等について，影響確認を行った。 

第 1図に当該電気室内の機器，耐火壁の配置及び影響確認結果

を示す。 

 

 

第 1図 原子炉建屋付属棟電気室 1階 耐火壁設置 

による系統分離図 

・設備の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，アク

セスルートに影響を与

える耐火壁はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0-699



   

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所(2018.9.18版) 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

参考資料－4 

原子炉建屋付属棟ケーブル処理室内に設置する階段室 

について 

 

1. 階段室の概要 

原子炉建屋付属棟内アクセスルートにおいて，火災区域のバウ

ンダリを確保するために，火災区域境界として3時間耐火壁及び

耐火扉により構成する階段室をケーブル処理室（EL.＋13.7m）及

びバッテリー排気ファン室（EL.＋18.0m）に設置する。 

ケーブル処理室内階段室は，第1表及び第2図に示すとおり若干

天井高が低めであるが，第3図に示すとおり通行性に影響はな

い。 

なお，第1図に階段室の設置イメージを示す。 

第1表 ケーブル処理室内階段室の概要 

 
 

 

第1図 ケーブル処理室内階段室の設置イメージ 

・設備の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，アク

セスルートに影響を与

える耐火壁及び耐火壁

により構成する部屋は

ない 
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第2図 ケーブル処理室内階段室概要図 

 

 

 

 

第3図 ケーブル処理室内階段室アクセスイメージ 
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参考資料－5 

屋内アクセスルートに波及的影響を与えるおそれが 

あるものについて 

 

屋内外アクセスルートに影響のある施設としてALC※パネル

部，原子炉建屋付属棟外壁の開口閉鎖部及び原子炉建屋付属棟内

の間仕切壁（フレキシブルボード）を確認した。 

※ ALC：“Autoclaved Lightweight aerated Concrete”（高温

高圧蒸気養生された軽量気泡コンクリート）の頭文字

をとって名付けられた建材で，板状に成形したもの 

 

屋内アクセスルートに関して，開口閉鎖部の損傷・落下により

影響を受ける可能性のあるアクセスルートを第1図，間仕切壁

（フレキシブルボード）の損傷・落下により影響を受ける可能性

のあるアクセスルートを第2図に示す。また，関係する各条文の

基準適合のための必要事項及び基準適合への対応方針を第1表，

基準適合への対応方針を踏まえた設計方針を第2表に示す。 

抽出したパネル部等については，基準地震動ＳＳ及び設計竜巻に

よって脱落及び損傷しない外壁等に変更することから，屋内アク

セスルートに影響はない。（屋外アクセスルートへの影響評価及

びALCパネル部の配置については別紙（15）参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，地震

又は竜巻の影響により

アクセス性に影響を受

けない 
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第1表 基準適合のための必要事項及び対応方針 
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第2表 基準適合への対応方針を踏まえた設計方針 

 

※1 パネル等の番号①～⑦の配置は別紙（15）参照， 

⑧及び⑨の配置は第1図，第2図参照 

※2 以下，仕様の鋼製材  

・寸法0.2m×0.3m×4.2m 

・質量135㎏  

・衝突速度 水平51m／s 

鉛直34m／s 
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別紙 18 

屋内アクセスルート確認状況（地震時の影響） 

 

別紙（33） 

屋内アクセスルート確認状況（地震時の影響）について 

東海第二発電所における屋内アクセスルートのプラントウォー

クダウン確認結果を第 1図及び第 1表に示す。

第 1図 東海第二発電所 屋内アクセスルート 現場確認結果

（1／8） 

別紙（14） 

屋内のアクセスルート確認状況（地震時の影響） 
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第 1図 東海第二発電所 屋内アクセスルート 現場確認結果

（2／8） 
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第 1図 東海第二発電所 屋内アクセスルート 現場確認結果

（3／8） 
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1.0-710



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

第 1図 東海第二発電所 屋内アクセスルート 現場確認結果

（4／8） 
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1.0-711



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

第 1図 東海第二発電所 屋内アクセスルート 現場確認結果

（5／8） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

第１図 東海第二発電所 屋内アクセスルート 現場確認結果 

（6／8） 
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1.0-713



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

第 1図 東海第二発電所 屋内アクセスルート 現場確認結果

（7／8） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1図 東海第二発電所 屋内アクセスルート 現場確認結果

（8／8） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（1／11）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，別紙

(15)「屋内のアクセス

ルートにおける資機材

設備の転倒等による影

響について」にて記載 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（2／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（3／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（4／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（5／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（6／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（7／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（8／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（9／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（10／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（代表例の写真を示す）（11／11） 

各項目の転倒防止処置 

 

 

東海第二発電所の屋内設置物（常置品，仮置資機材）について

は，地震等による転倒によって，重大事故等対応の障害になるこ

とを防止するため，常置品，仮置き資機材の設置に対する運用，

管理を社内規程に基づき実施する。 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

別紙 19 

屋内アクセスルートにおける資機材設備の転倒等による影響 

について 

 

1. 屋内アクセスルート上の機器等の転倒防止処置等確認結果 

屋内アクセスルート上の機器等の転倒防止処置等確認結果及

び転倒防止処置の例を以下の表に記す。 

 

 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 (1/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【比較のため，「別紙 33 屋内アクセスルート確認状況 

（地震時の影響）について」の一部を記載】 

 

 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（1／11）  

 

 

 

 

別紙（15） 

屋内のアクセスルートにおける資機材設備の転倒等による 

影響について 

  

1. アクセスルート上の機器等の転倒防止処置等確認結果 

アクセスルート上の機器等の転倒防止処置等確認結果及び転

倒防止処置の例を以下の第 1表に記す。 

 

 

第1表 機器等の転倒防止処置等確認結果(１／２) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，現場

確認結果を別紙(14)

に，機器等の転倒防止

処置等確認結果を別紙

(15)に記載（東海第二

は別紙(33)にまとめて

記載） 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違に伴

う表の内容の相違 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 (2/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（2／11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1表 機器等の転倒防止処置等確認結果(２／２) 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 (3/3) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（3／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（4／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（5／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（6／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（7／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（8／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（9／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（類似処置は代表例の写真を示す）（10／11） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

各項目の転倒防止処置 

 

第 1図 転倒防止処置 (1/3) 

 

 

 

第 1表 機器等の転倒防止処置等確認結果 

（代表例の写真を示す）（11／11） 

各項目の転倒防止処置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1図 転倒防止処置例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違に伴

う転倒防止処置例の相

違 
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第 1図 転倒防止処置 (2/3) 

 

 

 

第 1図 転倒防止処置 (3/3) 
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柏崎刈羽原子力発電所の屋内設置物（仮置，保管物品）の固縛

については，中越沖地震時に，仮置きしていた資機材が地震動に

より移動し，ほう酸水注入系配管の保温材を変形させた事象を踏

まえ，以下の方針に基づき設置物の固縛を実施する運用としてい

る。 

 

① 設置物についてはその物品の形状や保管状態，人の退避

空間の確保，現場へのアクセスルート確保を検討の上，

改善すべき点があれば固定・固縛・転倒防止・レイアウ

トの変更等を行う。 

② 設置物については本設の重要設備近傍には近づけない

（重要設備近傍に設置する場合は，固定・固縛を実施す

る。）。 

 

2. 屋内アクセスルートにおける資機材設備の転倒等による影響

について 

屋内アクセスルートにおける資機材設備の転倒等による影響

について，有効性評価の時間余裕が短い場合であっても時間内

にアクセス可能であることを，以下のとおり評価した。 

 

[評価対象操作] 

有効性評価の各事象の対応操作において，最も時間的余裕が

なく，現場への移動を要する操作として，ガスタービン発電設

備から交流電源を受電するための非常用電源室での操作とす

る。 

 

[評価条件] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海第二発電所の屋内設置物（常置品，仮置資機材）について

は，地震等による転倒によって，重大事故等対応の障害になるこ

とを防止するため，常置品，仮置き資機材の設置に対する運用，

管理を社内規程に基づき実施する 

【ここまで】 

 

 

第 2図 窒素ガスボンベ移動状況 

 

 

2. まとめ 

島根原子力発電所の屋内設置物（常置品，仮置資機材）につい

ては，地震等による転倒によって，重大事故等対応の障害になる

ことを防止するため，常置品，仮置資機材の設置に対する運用，

管理を社内規程に基づき実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，柏崎

6/7 の中越沖地震等と同

様な被害実績はない 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，常置

品及び仮置資機材の設

置に対する運用，管理

を社内規程に基づき実

施する 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，資機

材設備の転倒等により

影響があるアクセスル

ートはない 
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・アクセスルート近傍の設置物は，転倒防止処置を施している

物を含めすべて転倒するものとする。 

・設置物が転倒した際，最も通路がふさがれるパターンを想定

しても通行可能な幅が 30cm あれば通過可能とする。 

・設置物が転倒した際に設置物の移動が可能な場合（重量物で

ない場合）は，通過可能とする。 

・転倒した設置物の乗り越え通過時間については，アクセス通

路上で乗り越える設置物のうち最大のものについて乗り越え

通過時間を計測し，その計測時間をその他の乗り越え設置物

の通過時間とする（アクセスルート上で 5 つの設置物を乗り

越える場合，最大の設置物を 5 回乗り越えるものとす

る。）。 

 

[評価結果] 

中央制御室から非常用電源室までのアクセスルートにおい

て，乗り越えないと通過できないものの中で最大のものは，サ

ービス建屋地下 1階に設置されている工具棚であった。 

 

（棚の寸法，高さ約 1,900mm，奥行き約 900mm，幅約 1,150mm） 

この工具棚が転倒したことを想定し，操作員 6名による乗り

越え時間を測定した結果，最も時間を要した操作員の乗り越え

時間は 5.4秒であった。 

 

 

 

また，中央制御室から非常用電源室までのアクセスルートで

設置物を乗り越え箇所は，6号炉 2箇所，7号炉 2 箇所であ

る。よって 2箇所の乗り越え時間は 10.8秒となる。 
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第 2 図 資機材設備転倒時における乗り越え評価 

中央制御室から 6 号及び 7 号炉非常用電源室までのアクセス

時間は通常の歩行で 4 分程度であり，転倒した機材の乗り越え

時間によるアクセス時間への影響はほとんどない。 
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別紙 20 

アクセスルート通行時における通信連絡手段及び照明 

 

 

アクセスルート通行時における通信連絡設備及び照明について

は，以下のような設備を確保している。 

 

第 1 図 可搬型照明 

 

 

 

 

 

 

また，通常照明が使用できない場合に使用を期待できる照明器

具として，蓄電池内蔵型照明を建屋内に設置（別紙 17参照）し

ている。 

 

第 2図 バッテリー内蔵型の照明 

 

 

 

別紙（28） 

アクセスルート通行時における照明及び通信連絡手段について 

 

 

アクセスルート通行時における照明及び通信連絡手段について

は，第 1図～第 3図に示すような設備を確保する。 

 

第 1図 可搬型照明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，耐震性はないが停電時に使用可能な蓄電池内蔵型照明を

建屋内に設置している。（別紙（30）参照） 

 

 

第 2図 蓄電池内蔵型の照明 

 

 

 

別紙（16） 

屋外及び屋内のアクセスルート通行時における 

通信連絡手段及び照明 

 

アクセスルート通行時における通信連絡設備及び照明について

は，以下のような設備を確保している。 

 

第 1図 可搬型照明 

 

 

 

また，通常照明が使用できない場合に使用を期待できる照明器

具として，電源内蔵型照明を建物内に設置（別紙(13)参照）して

いる。 

 

第2図 電源内蔵型照明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

確保している可搬型

照明設備の相違 
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第 3 図 通信連絡設備 

 

 

 

※携帯型音声呼出電話設備の使用方法 

中央制御室や現場（建屋内）の壁面に設置されている専用接続

箱から接続ケーブルを引出し，携帯型音声呼出電話機へ接続す

る。通信連絡を必要とする場所が専用接続箱と遠い場合は，中

継用ケーブルドラム（100m／本，6 号及び 7 号炉用に各 5 台

設置）を使用することで中央制御室と現場の通信連絡が可能で

ある。 

 

 

 

第 3図 通信連絡設備 

 

 

 

第 3図 通信連絡設備 

 

 

 

※有線式通信設備の使用方法 

中央制御室や現場（建物内）の壁面に設置されている専用接続

端子に有線式通信機を接続する。通信連絡を必要とする場所が

専用接続端子と遠い場合は，コードリール（100m／本，６台設

置）を使用することで中央制御室と現場の通信連絡が可能であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，柏崎

6/7 同様に有線式通信設

備の使用方法について

記載 
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別紙 21 

地震随伴火災の影響評価 

屋内アクセスルート近傍の地震随伴火災の発生の可能性がある

機器について，以下のとおり抽出・評価を実施した。なお，抽出

フローを第 1 図に，また，抽出した火災源となる機器リストを

第 1 表～第 3 表に，抽出した機器の配置を第 2 図に示す。 

・ 事故シーケンスごとに必要な対応処置のためのアクセスルー

トをルート図上に描画し，ルート近傍の回転機器※1を抽出す

る。 

・ 耐震 S クラス機器，又は基準地震動にて耐震性があると確認

された機器は損壊しないものとし，内包油による地震随伴火

災は発生しないものと考える。

・ 耐震 S クラス機器でない，又は基準地震動にて耐震性がない

機器のうち，油を内包する機器及び水素ガスを内包する機器

については地震により支持構造物が損壊し漏えいした油又は

水素ガス（4vol％以上）に着火する可能性があるため，火災

源として耐震評価を実施する。

・ 耐震評価は S クラスの機器と同様に基準地震動 Ssで評価

し，JEAG4601に従った評価を実施する。

・ 耐震裕度を有するものについては地震により損壊しないもの

と考え，火災源としての想定は不要とする。

※1：盤火災は鋼製の盤内で発生し，外部への影響が少ないため

除外する。また，ケーブル火災はケーブルトレイが天井付

近に設置されており，下部通路への影響は少ないこと，又

は難燃性ケーブルを使用していることから，大規模な延焼

が考えにくいことから除外する。 

別紙（31） 

地震随伴火災源の影響評価について 

屋内アクセスルート近傍の地震随伴火災の発生の可能性があ

る機器について，以下のとおり抽出・評価を実施した。抽出フ

ローを第 1図，抽出した火災源となる機器のリストを第 1表，

抽出した機器の配置を第 2図に示す。 

・ 事故シーケンスごとに必要な対応処置のためのアクセ

スルートをルート図上に描画し，ルート近傍の回転機

器※を抽出する。 

・ 耐震Ｓクラス機器，又は基準地震動ＳＳにて耐震性が

あると確認された機器は地震により損壊しないものと

し，内包油による地震随伴火災は発生しないものと考

える。

・ 耐震Ｓクラス機器ではない，かつ基準地震動ＳＳにて

耐震性がない機器のうち，油を内包する機器について

は地震により支持構造物が損壊し，漏えいした油又は

水素ガス（4vol％以上）に着火する可能性があるた

め，火災源として耐震評価を実施する。

・ 耐震評価はＳクラスの機器と同様に基準地震動ＳＳで

評価し，JEAG4601に従った評価を実施する。

・ 耐震裕度を有するものについては地震により損壊しない

ものと考え，火災源としての想定は不要とする。

※ アクセスルート近傍のケーブルトレイ及び電源盤は，「設

置許可基準規則」第八条「火災による損傷の防止」におい

て得られた火災防護を適用し，火災の火炎，熱による直接

的な影響のみならず，煙，流出流体，断線及び爆発等の二

次的影響が考えにくいことから除外する。 

なお，火災時に煙充満による影響については，煙が滞留

するような箇所は自動起動又は中央制御室からの手動操作

による固定式消火設備を設置することからアクセス性に影

響はないと考えられるが，速やかなアクセスが困難な場合

は迂回路を使用する。 

別紙（17） 

屋内のアクセスルートにおける地震随伴火災の影響評価 

アクセスルート近傍の地震随伴火災の発生の可能性がある機器

について，以下のとおり抽出・評価を実施した。なお，抽出フロ

ーを第 1 図に，また，抽出した火災源となる機器リストを第 1 表

に，抽出した機器の配置を第 2図に示す。 

・事故シーケンスごとに必要な対応処置のためのアクセスルート

をルート図上に描画し，ルート近傍の回転機器※を抽出する。

・耐震Ｓクラス機器，又は基準地震動Ｓｓにて耐震性があると確

認された機器は地震により損壊しないものとし，内包油による

地震随伴火災は発生しないものと考える。

・耐震Ｓクラス機器でない，又は基準地震動Ｓｓにて耐震性がな

い機器のうち，油を内包する機器及び水素ガスを内包する機器

については地震により支持構造物が損壊し漏えいした油又は水

素ガス（４vol％以上）に着火する可能性があるため，火災源

として耐震評価を実施する。

・耐震評価はＳクラスの機器と同様に基準地震動Ｓｓで評価し，

ＪＥＡＧ４６０１に従った評価を実施する。

・耐震裕度を有するものについては地震により損壊しないものと

考え，火災源としての想定は不要とする。

※：盤火災は鋼製の盤内で発生し，外部への影響が少ないため

除外する。また，ケーブル火災はケーブルトレイが天井付

近に設置されており，下部通路への影響は少ないこと，又

は難燃性ケーブルを使用していることから，大規模な延焼

が考えにくいことから除外する。 

・記載方針の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，アク

セスルート近傍に地震

随伴火災を想定する機

器はない 
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第 1 図 地震随伴火災評価対象機器抽出フロー図 第 1図 想定火災源の熱影響評価対象抽出フロー 第1図 地震随伴火災評価対象機器抽出フロー図 

アクセスルート近傍より抽出された回転機器について評価した

結果，耐震Ｂ，Ｃクラス機器のうち油内包機器又は水素ガス内包

機器について基準地震動Ｓｓにて耐震評価を実施し，アクセスル

ートのアクセス性に与える影響がないことを確認した。 

なお，評価結果により耐震補強を実施する機器はない。 

・記載表現の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，評価

結果を記載 
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第 1 表 地震随伴火災を考慮する機器リスト (6号炉) 第 1表 地震随伴火災源 一覧表（1／5） 第1表 地震随伴火災を考慮する機器リスト(１／２) ・設備の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違に伴

う表の内容の相違 
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第 2 表 地震随伴火災を考慮する機器リスト (7号炉) 第 1表 地震随伴火災源 一覧表（2／5） 第1表 地震随伴火災を考慮する機器リスト(２／２) 
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第 3 表 地震随伴火災を考慮する機器リスト (6号炉及び 7号

炉共通) 

第 1表 地震随伴火災源 一覧表（3／5）
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第 1表 地震随伴火災源 一覧表（4／5） 

第 1表 地震随伴火災源 一覧表（5／5）
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第 2図 地震随伴火災源の抽出（1／8） 第
2
図
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第 2図 地震随伴火災源の抽出（2／8） 
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第 2図 地震随伴火災源の抽出（3／8） 

第
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第 2図 地震随伴火災源の抽出（4／8） 

第
2
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第 2図 地震随伴火災源の抽出（5／8） 

第
2
図
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第 2図 地震随伴火災源の抽出（6／8） 

第
2
図
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第 2図 地震随伴火災源の抽出（7／8） 

第
2
図
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第 2図 地震随伴火災源の抽出（8／8） 

第
2
図
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別紙 22 

地震随伴内部溢水の影響評価 

 

地震発生による内部溢水時のアクセスルートの評価を以下のと

おり実施する。評価フローを第 1 図に，評価概要図を第 2 図に

示す。 

 

 

(1) アクセスルートとして使用するエリアの抽出 

アクセスルートとして使用するエリアを抽出する。 

 

 

(2) 地震時の溢水源の抽出 

地震時の溢水源として，使用済燃料プールのスロッシングを

想定する。 

また，操作場所へのアクセスルートが成立することを評価す

る上で，耐震 B，C クラスの機器のうち，基準地震動に対する

耐震性が確認されていない機器も抽出する。 

なお，内部溢水影響評価の想定破損では，重大事故時に至る

ことはないため，本アクセスルートの評価においては基準地震

動を考慮して評価する。 

 

(3) アクセスルートエリアの溢水水位 

アクセスルートの溢水水位は，上層階に関しては床開口部か

らの排水により，堰高さ（約 20cm）程度に抑えられることを

想定。 

最地下階においては上層階からの溢水が全て集まるとして水

位を算出する。 

なお，実際は堰高さ以下の滞留水については床ファンネルか

らの排水により時間経過に伴い，全量排水されることが期待で

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

別紙（32） 

地震随伴内部溢水の影響評価について 

 

地震発生による内部溢水時のアクセスルートの評価について，

「設置許可基準規則」第 9条溢水による損傷の防止等の評価を踏

まえ，以下のとおり実施する。評価フローを第 1図，評価概要図

を第 2図に示す。 

 

(1) アクセスルートとして使用するエリアの抽出 

アクセスルートとして使用するエリアを抽出する。 

 

 

(2) 地震時の溢水源の抽出 

地震時の溢水源として，使用済燃料プールのスロッシン

グ等を想定する。 

また，操作場所へのアクセスルートが成立することを評

価する上で，耐震Ｂ,Ｃクラスのうち，基準地震動ＳＳに対

する耐震性が確保されていない機器も抽出する。 

 

 

 

 

(3) アクセスルートエリアの溢水水位 

アクセスルートの溢水水位は内部溢水対策（堰高さ 10cm

等）により，最終滞留区画である原子炉棟地下 2階の西側

区画を除き，歩行可能な水深 20cm以下に抑えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙（18） 

屋内のアクセスルートにおける地震随伴内部溢水の影響評価 

 

地震発生による内部溢水時のアクセスルートの評価について，

「設置許可基準規則」第九条溢水による損傷の防止等の評価を踏

まえ，以下のとおり実施する。評価フローを第 1図に，評価概要

図を第 2図に示す。 

 

1. アクセスルートとして使用するエリアの抽出 

アクセスルートとして使用するエリア（以下「アクセスルー

トエリア」という。）を抽出する。 

 

2. 地震時の溢水源の抽出 

地震時の溢水源として，燃料プールのスロッシングを想定す

る。 

また，操作場所へのアクセスルートが成立することを評価す

る上で，耐震Ｂ，Ｃクラスの機器のうち，基準地震動Ｓｓによ

る地震力によって破損が生じるおそれのある機器も抽出する。 

なお，内部溢水影響評価の想定破損では，重大事故等に至る

ことはないため，本アクセスルートの評価においては基準地震

動Ｓｓを考慮して評価する。 

 

3. アクセスルートエリアの溢水水位 

アクセスルートの溢水水位は，上層階に関しては床開口部か

らの排水により，カーブ高さ（約８cm）程度に抑えられること

を想定する。 

最地下階においては上層階からの溢水が全て集まるとして水

位を算出する。 

なお，実際はカーブ高さ以下の滞留水については，時間経過

に伴い床目皿からの排水により全量排水されることが期待でき

る。 
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有効性評価及び技術的能力手順で期待している操作におい

て，アクセスルートエリアとなるエリアを第 1表，各エリアの

溢水水位を第 2表に，溢水源を第 3-1 表～第 3-5 表に示す。 

 

 

 

 

第 1図 地震随伴の内部溢水評価フロー図 

 

 

 

 

 

 

最終滞留区画については，アクセスに必要で滞留水位が

20㎝より高くなる場合は，想定される水位に応じて必要な

高さの歩廊（第 3図参照）を設置し，アクセスに影響のな

いよう措置を講じる。 

 

 

 

 

 

 

有効性評価及び技術的能力手順で期待している操作にお

いて，アクセスルートとなるエリアを第 1表，各エリアの

溢水水位を第 2表に示す。 

有効性評価及び技術的能力手順におけるアクセスルート

の溢水源となる系統を第 3表～第 5表に示す。 

 

 

第 1図 地震随伴の内部溢水評価フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効性評価及び技術的能力手順で期待している操作におい

て，アクセスルートエリアとなるエリアを第 1表，各エリアの

溢水水位を第 2表に示す。 

有効性評価及び技術的能力手順におけるアクセスルートの溢

水源となる系統を第 3－1表～第 3－4表に示す。 

 

 

第 1図 地震随伴の内部溢水評価フロー図 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，溢水

が滞留するエリアへの

アクセスが必要となる

現場操作はない。東海

第二は，溢水によりア

クセスができない箇所

について歩廊を設置す

ることとしている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】  

プラントの相違によ

る記載内容の相違 
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第 2図 水位評価概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2図 水位評価概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2図 水位評価概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】  

プラントの相違によ

る記載内容の相違 
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第1表 有効性評価及び技術的能力手順におけるアクセスルート

エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1表 有効性評価及び技術的能力手順におけるアクセスエリア 

 

 

 

第1表 有効性評価及び技術的能力手順におけるアクセスルート

エリア  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違によ

る有効性評価における

対応手段，作業場所の

相違  
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第 2表 有効性評価及び技術的能力手順におけるアクセスルート

溢水水位 

 

 

6 号及び 7 号炉の原子炉建屋最上階については，使用済燃

料プールスロッシング対策として開口部からの落水を抑制する

ために堰を新たに設置している。そのため，過渡的には「約

100 ㎝」の溢水水位に到達するが，その後，階段室・床ファン

ネルから排水されるため影響はない。 

 

 

 

建屋の浸水時における歩行可能な水深は，歩行困難水深及び

水圧でドアが開かなくなる水深等から 30cmと設定している

が，アクセスルートにおける溢水水位は堰高さ約 20 ㎝程度で

あることから，胴長靴（長さ約 120cm）を装備することで，地

震により溢水が発生してもアクセスルートの通行は可能であ

る。なお，防護具の着用は 10 分以内に実施可能であることを

確認した。 

 

 

 

 

 

第 2表 有効性評価及び技術的能力手順におけるアクセスエリア

溢水水位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震時に最終滞留区画となる原子炉棟地下 2階の西側エ

リアを除く，アクセスルートにおける最大溢水水位は，

20cm以下であることから，胴長靴を装備することで，地震

により溢水が発生してもアクセスルートの通行は可能であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

第 2表 有効性評価及び技術的能力手順におけるアクセスルート

溢水水位  

 

 

 

 

原子炉建物最上階には，燃料プールスロッシング対策として

開口部からの落水を抑制するために堰を新たに設置しており，

溢水水位は「約 19cm」である。 

 

 

 

 

 

建物の浸水時における歩行可能な水深は，歩行困難水深，水

圧でドアが開かなくなる水深等から 30 ㎝と設定しており，作

業用長靴（長さ約 40 ㎝）を装備することで，地震により溢水

が発生してもアクセスルートの通行は可能である。なお，防護

具の着用は 10 分以内に実施可能であることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違によ

る溢水水位の相違  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子

炉建物最上階は溢水水

位 19cmであり，排水を

考慮しなくても，アク

セス可能 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 配備する装備の名称

の相違 
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また，実際には床ファンネルによる排水が期待できるためア

クセスは容易になる。 

 

 

 

原子炉建屋最地下階へのアクセスが必要となる，原子炉隔離

時冷却系の現場操作については，内部溢水の影響により階段エ

リアから入室出来ない場合も想定し，原子炉建屋地下 2 階に

ある上部ハッチより入室することで，現場操作を行うこととす

る。また，その他の原子炉建屋最地下階での作業は，アクセス

が出来ない場合には対応不要な冷却水系の負荷カット等の対応

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，最終滞留区画については，最大 64㎝の溢水水位と

なる。このため，現場へのアクセス及び操作が可能となる

よう必要な高さの歩廊を設置する。 

 

 

 

 

また，アクセスルートと溢水防護区画の関係及び薬品タ

ンクの配置を第 3図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，実際には床目皿による排水が期待できるためアクセス

は容易になる。 

 

 

 

原子炉建物（管理区域）の最終滞留区画であるトーラス室に

ついては，アクセス及び操作が必要となるが，トーラス室の歩

廊は床面から約 7.5m の高さに設置しており，溢水水位約 95cm

に対し十分に高い位置にあるためアクセスは可能である。な

お，その他の原子炉建物最地下階のアクセスが必要となる区画

の溢水はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，柏崎

6/7 同様に床目皿による

排水効果を記載 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，全て

の現場作業に対して溢

水が滞留するエリアへ

のアクセスが必要とな

る現場操作はない 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，4.ア

クセスルートエリアの

溢水による影響にて記

載 
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第3‐1表 アクセスルートの溢水源「6号炉 原子炉建屋 

（管理区域）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3表 アクセスエリアの溢水源（原子炉建屋原子炉棟） 

（1／2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3－1表 アクセスルートの溢水源「原子炉建物(管理区域)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラントの相違によ

る溢水源の相違 
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第3-2表 アクセスルートの溢水源「7号炉 原子炉建屋 

（管理区域）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3表 アクセスエリアの溢水源（原子炉建屋原子炉棟） 

（2／2） 

 

 

第 4表 アクセスエリアの溢水源（原子炉建屋付属棟） 

 

第3－2表 アクセスルートの溢水源「原子炉建物(非管理区域)」 
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第 3-3表 アクセスルートの溢水源「タービン建屋 

（管理区域）」 

 

第 3-4表 アクセスルートの溢水源「廃棄物処理建屋 

（非管理区域）」 

 

第 3-5表 アクセスルートの溢水源「廃棄物処理建屋 

（管理区域）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5表 アクセスエリアの溢水源（原子炉建屋付属棟 

（廃棄物処理棟）） 

 

 

 

 

 

 

第3－3表 アクセスルートの溢水源「タービン建物 

(非管理区域)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3－4表 アクセスルートの溢水源「制御室建物」 
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(4) アクセスルートエリアの溢水による影響 

1） アクセスルートエリアの溢水による温度の影響 

地震による溢水源の中で，高温の流体を内包する系統は

「原子炉冷却材浄化系」及び「給復水系」が考えられる。

いずれも漏えいを検知・隔離するインターロックが作動し

自動的に隔離される。 

 

 

漏えいにより一時的に原子炉建屋（管理区域）内は高温

になるが，隔離及びブローアウトパネルからの排気により

温度は低下する。 

隔離に時間を要する有効性評価シナリオ「格納容器バイ

パス（インターフェイスシステム LOCA）」の場合，漏えい

直後約 50℃まで上昇するが，3 時間程度で約 38℃となると

評価されている。 

有効性評価において原子炉建屋（管理区域）での作業完

了時間が最も早い事故シナリオは「使用済燃料プール事故

（想定事故 2）」であり，使用済燃料プール水位低下調査及

び隔離操作を「2.5 時間」で完了することにしている。し

かし，このシナリオでは原子炉停止から 10 日後を想定して

いるため，高温の影響はないと考えられる。 

原子炉が運転中において，作業完了時間が最も早い事故

シナリオは「全交流動力電源喪失」の格納容器ベント準備

操作であり，「16 時間」で完了することにしている。作業

完了までの時間余裕があるため，高温の影響はないと考え

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） アクセスルートエリアの溢水による線量の影響 

放射性物質を内包する溢水源の中で，漏えい時に環境線

量率が最も厳しくなる系統は「原子炉冷却材浄化系」であ

 

(4) アクセスルートエリアの溢水による温度の影響 

地震による溢水源の中で，高温の流体を内包する系統は

「放射性廃棄物処理系加熱蒸気系」が考えられる。放射性

廃棄物処理系加熱蒸気系は，アクセスルート上の配管の耐

震性を確保するため，蒸気の漏えいは発生しない。 

したがって，有効性評価における原子炉建屋内での作業

における高温状態による影響はないと考えられる。 

なお，「格納容器バイパス（インターフェイスシステム

ＬＯＣＡ）」は，このインターロックによる自動隔離対象

外の事象であり，原子炉建屋内が高温環境になることが考

えられるが，漏えい箇所の隔離作業に係る区画の雰囲気温

度は，作業開始を想定する原子炉減圧操作後に原子炉建屋

内環境が静定する事象発生 2時間から，現場隔離操作が完

了する 5時間までの最大で 41℃程度（ブローアウトパネル

に期待しない場合でも約 44℃程度）であることから，屋内

現場作業における高温状態による影響はないと考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) アクセスルートエリアの溢水による線量の影響 

放射性物質を内包する溢水源の中で，漏えい時に環境線

量率が最も厳しくなる系統は「使用済燃料プールのスロッ

4. アクセスルートエリアの溢水による影響 

(1) アクセスルートエリアの溢水による温度の影響 

地震による溢水源の中で，高温の流体を内包する系統は

「主蒸気系」，「原子炉浄化系」及び「復水・給水系」が考え

られる。いずれも漏えい検知による自動隔離等のインターロ

ックが設置されている。 

 

 

漏えいにより一時的に原子炉建物二次格納容器内は高温

になるが，隔離及びブローアウトパネルからの排気により温

度は低下する。 

隔離に時間を要する有効性評価シナリオ「格納容器バイ

パス（インターフェイスシステムＬＯＣＡ）」がＡ又はＢ－

残留熱除去系で発生した場合を評価した結果，原子炉棟内環

境が静定する事象発生の９時間後から現場操作の完了時間と

して設定している 10 時間後までの温度は最大で約 44℃であ

り，原子炉棟内の滞在時間はＡ－残留熱除去系の場合で約 38

分，Ｂ－残留熱除去系の場合で約 37 分であることから，操

作場所へのアクセス及び操作は可能である※。 

Ｃ－残留熱除去系又は低圧炉心スプレイ系で発生した場

合を評価した結果，漏えいにより原子炉建物二次格納容器内

の温度は僅かに上昇するが，現場操作の完了時間として設定

している事象発生の 10 時間後までの温度は最大で約 31℃で

あり，想定している作業環境（最大約 44℃）未満で推移す

る。原子炉棟内の滞在時間はＣ－残留熱除去系の場合で約 37

分，低圧炉心スプレイ系の場合で約 41 分であることから，

操作場所へのアクセス及び操作は可能である※。なお，この

時ブローアウトパネルの開放圧力には到達しない。 

※想定している作業環境（最大約 44℃）においては，主に

低温やけどが懸念されるが，一般的に，接触温度と低温

やけどになるまでのおおよその時間の関係は，44℃で３

時間～４時間として知られている。（出典：消費者庁 

News Release（平成 25年 2月 27日）） 

 

 

(2) アクセスルートエリアの溢水による線量の影響 

放射性物質を内包する溢水源の中で，漏えい時に環境線量

率が最も厳しくなる系統は「原子炉浄化系」である。 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 地震による溢水源の

中で高温の流体を内包

する系統の相違 

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 プラントの相違によ

る温度評価の相違 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，有効

性評価における重要事

故シーケンスの重畳は

考慮しないため，イン

ターフェイスシステム

ＬＯＣＡを代表して記

載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 
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る。 

内部溢水で評価しているとおり，原子炉冷却材浄化系の

漏えいによる被ばく線量は数 mSv 程度となり，緊急時の被

ばく線量制限値 100mSv と比較して十分小さく抑えられるた

め，被ばく防護の適切な装備を実施した上で作業は可能で

あると考えられる。 

 

3） アクセスルートエリアの化学薬品を含む溢水の影響 

化学薬品を含む溢水源の中で，アクセスルートに影響を

与える可能性のあるものは「ほう酸水溶液（五ほう酸ナト

リウム溶液）」「補機冷却水系に含まれる防食剤」があ

る。 

「ほう酸水溶液（五ほう酸ナトリウム溶液）」は，ほう

酸水タンク内に貯留されており，その周囲にはタンク内の

全容量分を滞留可能な堰が設置されているため，万が一漏

えいした場合でも影響範囲を堰内に制限することができ

る。 

 

 

「補機冷却水系に含まれる防食剤」は，濃度が十分低く

防護装備により安全性を向上させていることから作業は可

能であると考えられる。 

 

 

 

 

なお，廃棄物処理建屋には高電導度廃液系中和装置に苛

性ソーダ及び硫酸が存在し，格納容器 pH 制御装置に苛性ソ

ーダが存在するが，堰が設置されているため，その影響範

囲を堰内に制限することができる。また，アクセスルート

エリアとは異なる場所にあるため影響を受けることはな

い。 

 

 

 

 

 

 

シング」である。 

使用済燃料プールのスロッシングによる被ばく線量は数

mSv程度となり，緊急時の被ばく線量制限値 100mSv と比較

して十分小さく抑えられるため，被ばく防護の適切な装備

を実施した上で作業は可能であると考えられる。 

 

 

(6) アクセスルートエリアの化学薬品を含む溢水の影響 

化学薬品を含む溢水源の中には「ほう酸水溶液」，「補

機冷却水系に含まれる防食剤」が存在し，溢水源の周辺の

堰内や近傍のエリアに滞留が想定されるが，ガスの発生が

想定されないことから，炉心損傷のおそれがある場合は溢

水を考慮した放射線防護具（アノラック等），炉心損傷の

おそれがない場合は通常の装備を着用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉建屋付属棟（廃棄物処理棟）の溢水源には苛性ソ

ーダ，硫酸及びりん酸ソーダが存在する。当該タンクの周

辺には堰が設置されているため，薬品の漏えい時には堰内

に薬品が滞留し，ガスの発生が想定される。そのため，原

子炉建屋付属棟（廃棄物処理棟）内の作業時は，炉心損傷

のおそれがある場合は放射線防護具のうち自給式呼吸用保

護具，炉心損傷のおそれがない場合は薬品防護具を着用す

る。また，当該薬品タンクの設置場所を迂回することが可

能である。 

第 3図に薬品タンクの配置を示す。 

 

 

 

内部溢水で評価しているとおり，原子炉浄化系の漏えいに

よる被ばく線量は数mSv程度となり，緊急時の被ばく線量制

限値100mSvと比較して十分小さく抑えられるため，被ばく防

護の適切な装備を実施した上で作業は可能であると考えられ

る。 

 

(3) アクセスルートエリアの化学薬品を含む溢水の影響 

化学薬品を含む溢水源の中で，アクセスルートに影響を与

える可能性のあるものは「原子炉補機冷却水系に含まれる防

錆剤（亜硝酸ソーダ）」がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「原子炉補機冷却水系に含まれる防錆剤（亜硝酸ソー

ダ）」は，濃度が十分低く防護具により安全性を確保してい

ることから作業は可能であると考えられる。 

 

 

 

 

なお，廃棄物処理建物（管理区域）には液体廃棄物処理系

中和装置に苛性ソーダ及び硫酸が存在し，固体廃棄物処理系

中和装置に苛性ソーダ及び硫酸等が存在するが，通行するル

ートは廃棄物処理建物（非管理区域）であり，薬品設置箇所

とは異なる場所にあるため影響を受けることはない。 

 

 

 

 

 

 

 

【東海第二】 

 溢水による線量の影

響が最も厳しくなる系

統の相違 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉のアクセ

スルートは，ほう酸水

貯蔵タンクの影響を受

けないルートを選定し

ている 

【東海第二】 

島根２号炉は，保護

具の着用について別紙

(35)に記載 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，被ば

くを考慮した放射線防

護具を着用し作業を実

施 

・設備の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，薬品

タンクが管理区域に設

置されており，アクセ

スルートは非管理区域

に設定しているため，

影響を受けることはな

い  
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4） 照明への影響 

照明設備については常用電源若しくは非常用電源から受

電しており，建屋全体に設置されている。溢水の影響によ

り照明設備が喪失しても可搬型照明により対応可能であ

る。 

 

5） 感電の影響 

電気設備が溢水の影響を受けた場合は，保護回路が動作

し電気回路をトリップすることで電源供給が遮断されると

考えられる。また，地絡等の警報が発生した場合は負荷の

切り離し等の対応を行う。 

なお，絶縁性を確保した装備を着用することによりアク

セス時の安全性を確保する。 

 

6） 漂流物の影響 

屋内に設置された棚やラック等の設備は，固縛処置がさ

れており，溢水が発生した場合においても漂流物になるこ

とはない。よって，アクセス性に対して影響はない。 

 

【内部溢水に対する対応】 

地震による内部溢水の発生により，建屋内の床面が没水

した場合を考慮しても対応作業が可能なよう，必要となる

防護具が配備されていることを確認した。 

 

 

 

内部溢水が発生していると考えられる場合には，中央制

御室で必要な防護具を着用し，対応操作現場に向かう手順

としており，訓練等を通じて，防護具の着用時間は 10分以

内で実施できることを確認した。 

 

 

 

配備箇所；中央制御室内 

 

防 護 具；『マスク』（状況に応じて選択） 

・ 全面マスク（チャコールフィルター） 

・ エアラインマスク 

(7) 照明への影響 

照明設備については，常用電源若しくは非常用電源から

受電しており，建屋全体に設置されている。溢水の影響に

より照明設備が喪失しても可搬型照明により対応可能であ

る。（別紙（27）参照) 

 

(8) 感電の影響 

電気設備が溢水の影響を受けた場合は，保護回路が動作

し電気回路をトリップすることで電源供給が遮断されると

考えられる。また，地絡等の警報が発生した場合は負荷の

切り離し等の対応を行う。 

なお，第 4図に示す保護具を着用することによりアクセ

ス時の安全性を確保する。 

 

(9) 漂流物の影響 

屋内に設置された棚やラック等の設備は，固縛処置がさ

れており，溢水が発生した場合においても漂流物になるこ

とはない。よって，アクセス性に対して影響はない。 

 

(10) 内部溢水に対する対応方針 

地震による内部溢水の発生により，建屋内の床面が没水

した場合を考慮しても対応作業が可能なよう，必要となる

防護具を配備する。 

 

 

 

内部溢水が発生していると考えられる場合には，中央制

御室や緊急時対策所で必要な防護具を着用し，対応操作現

場に向かう手順としており，訓練等を通じて，防護具の着

用時間は約 12分で実施できることを確認した。 

第 4図に防護具の着用例を示す。 

 

 

配 備 場 所：中央制御室，緊急時対策所建屋 

 

防 護 具：「マスク」 

 …全面マスク，ガスマスク 

 

(4) 照明への影響 

照明設備については常用電源若しくは非常用電源から受電

しており，建物全体に設置されている。溢水の影響により照

明機能が喪失しても，可搬型照明により対応可能である。 

 （別紙(16)参照） 

 

(5) 感電の影響 

電気設備が溢水の影響を受けた場合は，保護回路が動作し

電気回路をトリップすることで電源供給が遮断されると考え

られる。また，地絡等の警報が発生した場合は負荷の切り離

し等の対応を行う。 

なお，第 3図に示す絶縁性を確保した装備を着用すること

によりアクセス時の安全性を確保する。 

 

(6) 漂流物の影響 

屋内に設置された棚やラック等の設備は，固縛処置がされ

ており，溢水が発生した場合においても漂流物となることは

ない。よってアクセス性に対して影響はない。 

 

【内部溢水に対する対応】 

地震による内部溢水の発生により，建物内の床面が水没し

た場合を考慮しても対応作業が可能なよう，必要となる防護

具を配備する。なお，作業現場に向かう際には防護具を携帯

する。 

 

 

内部溢水が発生していると考えられる場合には，予め中央

制御室や緊急時対策所で必要な防護具を着用し，対応操作現

場に向かう手順としており，訓練等を通じて，防護具の着用

時間は 10分以内で実施できることを確認した。 

アクセスに係る防護具等を第 3図に示す。 

 

 

配備箇所：中央制御室，緊急時対策所 

 

防護具 ：『マスク』（状況に応じて選択） 

・全面マスク等（全面マスク又は電動ファン 

 付き全面マスク） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，現場

に防護具を携帯する 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，緊急

時対策所にも防護具を

配備しており，必要に

応じて防護具を着用 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 
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・ セルフエアセット 

 

『服装』 

・ ゴム手袋 

・ C 服 

・アノラック（水をはじく加工が施されており 

C服の上に着る） 

・ 耐熱服 

・ 胴長靴（長さ 120cm）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「服装」  

…タイベック，アノラック，綿手袋，ゴム 

手袋，長靴，胴長靴，消防服 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  薬品類の漏えい時に着用する防護具は別紙（36）参照。 

※ 今後の検討により，変更・追加となる可能性がある。 

 

第 4図 防護具の着用例 

 

・酸素呼吸器 

・セルフエアーセット 

『服装』 

・ゴム手袋 

・汚染防護服 

・被水防護服 

 

・耐熱服※ 

・作業用長靴 

※ 第２チェックポイント（原子炉建物１階）

に配備 

 

 

 

薬品類の漏えい時に着用する防護具は別紙(35)参照 

 

第3図 溢水時に着用する防護具（例） 

 

 

 

 使用する防護具の相

違 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，移動

性を考慮し原子炉建物

原子炉棟入り口付近に

配備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 配備する防護具の相

違による図の内容の相

違 
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別紙 23 

屋外アクセスルートにおける地震後の被害想定（一覧） 

 

 

 

 

 

 

別紙（22） 

屋外アクセスルートにおける地震後の被害想定（一覧）について 

 

第 1図に地震後の屋外アクセスルートの被害想定（一覧）を示

す。 

 

 

 

 

 

第 1図 屋外アクセスルートにおける地震後の被害想定（一覧） 

別紙（19） 

屋外のアクセスルートにおける地震後の被害想定（一覧） 

 

 

 

 

 

第 1図 アクセスルートにおける地震後の被害想定（一覧） 
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別紙 24 

資材設置後の作業成立性 

 

6 号及び 7 号炉においては，重大事故等対処設備である可搬

型代替注水ポンプを用いて，防火水槽及び復水貯蔵槽への補給，

使用済燃料プールへの注水を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替注水ポンプの配置場所は，淡水貯水池近傍及び原子

炉建屋近傍となり，ホース敷設ルートは淡水貯水池から防火水槽

までの構内道路の一部及び原子炉建屋近傍となる。 

 

 

 

アクセスルート上にホースを敷設する際には，道路の端に敷設

することを基本とするため，主要な発電所構内道路への影響は限

定的であり，機材を設置することにより通行に支障は来さない。 

なお，あらゆる悪条件に備えホースブリッジ等の資機材を確保

しており緊急時の柔軟な対応に厚みを持たせている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙（27） 

資機材設置後の作業成立性について 

 

重大事故等対処設備である可搬型代替注水大型ポンプ等を用い

て，原子炉への注水や使用済燃料プールへの注水等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型代替注水大型ポンプは，水源である代替淡水貯槽やＳＡ

用海水ピットの近傍に設置し，接続先までアクセスルート上にホ

ース等を敷設する。 

 

 

 

そのため，敷設したホースが可搬型設備のアクセス性に支障が

出ないように，ホースブリッジ等の資機材を確保・設置する。 

今後，配備予定のホースブリッジ及び車両通行概要図を第 1図

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙（20） 

資材設置後の作業成立性 

 

 重大事故等対処設備である大量送水車，大型送水ポンプ車を用

いて，輪谷貯水槽（西１／西２）及び低圧原子炉代替注水槽への

補給，燃料プール等への注水を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大量送水車の配置場所は輪谷貯水槽（西１／西２）近傍及び原

子炉建物近傍，大型送水ポンプ車の配置場所は海水取水箇所近傍

となり，ホース敷設ルートは輪谷貯水槽（西１／西２）から原子

炉建物近傍まで，海水取水箇所から原子炉建物近傍及び輪谷貯水

槽（西１／西２）までとなる。 

 

アクセスルート上にホースを敷設する際には，道路の端に敷設

することを基本とするため，主要な発電所構内道路への影響は限

定的であり，機材を設置することにより通行に支障は来さない。 

なお，あらゆる悪条件に備えホースブリッジ等の資機材を確保

しており緊急時の柔軟な対応に厚みを持たせている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

送水に用いる重大事

故等対処設備及び水源

の相違 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，補給

及び燃料プールに加え

て，低圧原子炉代替注

水系（可搬型）による

注水等の各種注水を含

むため「等」を記載 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

送水に用いる重大事

故等対処設備，水源及

びホース敷設ルートの

相違 
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第 1図 ホースブリッジ 

 

 

第 1図 ホースブリッジ及び車両通行概要図 

 

 

第 1 図 ホースブリッジ 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

使用するホースブリ

ッジの仕様の相違 
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別紙 25 

保管場所及び屋外アクセスルート等の点検状況 

 

保管場所，屋外アクセスルート及びそれらの周辺斜面並びに排

水路等について，以下に示すように定期的に土木専門技術者によ

る点検を行い，健全性を確認する。また，台風，地震，大雨，強

風，津波等が発生した場合には，土木専門技術者による臨時点検

を行い，必要に応じて補修工事を実施する。 

保管場所，屋外アクセスルート及びそれらの周辺斜面について

は，応急復旧が可能な重機や砕石等の資機材をあらかじめ備えて

おり（別紙 11 参照），当該設備の性能が維持できる運用・管理

体制を整えている。また，排水路については，排水路とは別に排

水用フラップゲートを設置していることから，屋外アクセスルー

トのアクセス性に支障がないことを確認した（別紙 30 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○保管場所：外観目視点検を 1 回/年 

○アクセスルート：外観目視点検を 1 回/年 

○保管場所及びアクセスルート周辺斜面：外観目視点検を 1 回/

年 

○排水用フラップゲート：動作確認，外観目視点検を 1 回/年 

○排水路：外観目視点検を 1 回/年 
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保管場所及び屋外アクセスルート等の点検について 

 

保管場所，屋外アクセスルート及びそれらの周辺斜面並びに排

水路等について，以下に示すように定期的に土木及び建築専門技

術者による点検を行い，健全性を確認する。また，台風，地震，

大雨，強風，津波等が発生した場合には，土木及び建築専門技術

者による臨時点検を行い，必要に応じて補修工事を実施する。 

屋外アクセスルートについては，復旧が可能な重機や土のう等

の資機材をあらかじめ備えており（別紙（20）），屋外アクセス

ルートの性能が維持できる運用を整えている。また，排水路につ

いては，設計基準としての降水量（127.5mm／h）に対し，降水が

敷地内に滞留しないような設計としていることから，屋外アクセ

スルートのアクセス性に支障がないことを確認した（別紙

（2））。 

第 1図に保管場所及びアクセスルートの配置を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

○保管場所：外観目視点検を 1回／年 

○アクセスルート：外観目視点検を 1回／年 

○保管場所及びアクセスルート周辺斜面：外観目視点検を 1回

／年 

 

○排水路：外観目視点検を 1回／年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙（21） 

保管場所及び屋外のアクセスルート等の点検状況 

 

保管場所，アクセスルート及びそれらの周辺斜面並びに排水路

等について，以下に示すように定期的に土木専門技術者による点

検を行い，健全性を確認する。また，台風，地震，大雨，強風，

津波等が発生した場合には土木専門技術者による臨時点検を行

い，必要に応じて補修工事を実施する。 

保管場所，アクセスルート及びそれらの周辺斜面については，

応急復旧が可能な重機や砕石等の資機材をあらかじめ備えており

（別紙(9)参照），当該設備の性能が維持できる運用・管理体制

を整えている。また，排水路については，十分な排水能力を有し

ており，敷地内に滞留するおそれはなく，アクセスルートのアク

セス性に支障がないことを確認した。（別紙(26)参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○保管場所：外観目視点検を１回／年 

○アクセスルート：外観目視点検を１回／年 

○保管場所及びアクセスルート周辺斜面：外観目視点検を１回

／年 

○フラップゲート：動作確認，外観目視点検を１回／年 

○排水路：外観目視点検を１回／年 

 

第 1図に保管場所及びアクセスルートの配置を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，排水

路とは別にフラップゲ

ートを設置していない

ものの，別紙(26)に示

す評価のとおり，排水

路のみで十分な排水能

力を有しているため記

載内容が相違 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【東海第二】 

 プラントの相違によ

る点検対象設備の相違 
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第 1図 保管場所及びアクセスルート 第 1図 保管場所及びアクセスルート 

第 1図 保管場所及びアクセスルート 
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別紙 26 

発電所構外からの要員の参集について 

1. 要員の召集の流れ

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が発生

した場合に，発電所外にいる緊急時対策要員を速やかに非常召

集するため，「自動呼出・安否確認システム」，「通信連絡手

段」等を活用し，要員の非常召集及び情報提供を行う。（第 1

図）

第 1図 自動呼出・安否確認システムによる非常召集連絡 

新潟県内で震度 6 弱以上の地震が発生した場合には，非常

召集連絡がなくても自発的に参集する。 

地震等により家族，自宅等が被災した場合や自治体からの避

難指示等が出された場合は，家族の身の安全を確保した上で参

集する。 

集合場所は，基本的には柏崎エネルギーホール又は刈羽寮

（第 2 図）とするが，発電所の状況が入手できる場合は，直

接発電所へ参集可能とする。 

柏崎エネルギーホール又は刈羽寮に集合した要員は，緊急時

対策本部と非常召集に係る以下の確認，調整を行い，通信連絡

設備，懐中電灯等を持参し，発電所と連絡を取りながら集団で

移動する。柏崎エネルギーホール，刈羽寮には通信連絡設備と

して衛星電話設備（可搬型）を各 10 台配備する。 

別紙（34） 

発電所構外からの災害対策要員の参集について 

1. 要員の参集の流れ

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が発生

した場合，発電所構外にいる災害対策要員への情報提供及び非

常招集を速やかにするために，「一斉通報システム」を活用す

る。（第 1図） 

第 1図 一斉通報システムの概要 

また，発電所周辺地域（東海村）で震度 6弱以上の地震が発

生した場合には，各災害対策要員は，社内規程に基づき自主的

に参集する。 

地震等により家族，自宅等が被災した場合や地方公共団体か

らの避難指示等が出された場合は，家族の身の安全を確保した

上で参集する。 

発電所参集要員（拘束当番）である災害対策要員は，直接発

電所へ参集する。発電所参集要員（拘束当番）以外の参集要員

は，発電所外参集場所となる第三滝坂寮に集合し，発電所外参

集場所で災害対策本部と参集に係る以下①～⑤の情報確認及び

調整を行い，災害対策本部からの要員派遣の要請に従い，集団

で発電所に移動する。（第 2図） 

別紙（22） 

発電所構外からの要員の参集について 

1. 要員の招集の流れ

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）に重大事故等が発生

した場合に，発電所外にいる重大事故等に対処する要員を速や

かに非常招集するため，「要員招集システム」，「通信連絡手

段」等を活用し，要員の非常招集及び情報提供を行う。（第 1

図） 

第 1図 要員招集システム 

松江市内で震度６弱以上の地震が発生した場合には，社内規

程に基づき，非常招集連絡がなくても自主的に参集する。 

地震等により家族，自宅等が被災した場合や自治体からの避

難指示等が出された場合は，家族の身の安全を確保した上で参

集する。 

集合場所は，基本的には構外参集拠点（緑ヶ丘施設，宮内

（社宅・寮）及び佐太前寮）（第 2図）とするが，発電所の状

況が入手できる場合は，直接発電所へ参集可能とする。 

構外参集拠点（緑ヶ丘施設，宮内（社宅・寮）及び佐太前

寮）に集合した要員は，緊急時対策本部と非常招集に係る以下

の確認，調整を行い，通信連絡設備，懐中電灯等を持参し，発

電所と連絡を取りながら集団で移動する。構外参集拠点（緑ヶ

丘施設，宮内（社宅・寮）及び佐太前寮）には通信連絡設備と

して衛星電話設備（携帯型）を各５台配備する。 

・運用の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員を考慮していない 

 要員招集システムによる対応要員の招集

当直長等

連絡責任者

連絡

入力

回答確認
重大事故等に対処する要員

メール

回答入力

・緊急連絡・安否確認システム

・一斉招集システム

要員招集システム

気象庁
（気象業務支援センター）

連絡責任者が要員招集システムを操作し，招集メールを発信する。

※１

※２

※１ 発電所沿岸で津波警報，大津波警報が発令された場合は気象庁の情報により要員招集システムからも

招集メールが自動配信される。

※２ 松江市内で震度６弱以上の地震が発生した場合，自主的に参集を開始するが，地震情報は当該シス

テムからも自動配信される。

本社緊急時対策要員も

同様に招集される
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①発電所の状況（発電所への移動が可能なプラント状況か

どうか（格納容器ベントの実施見通し），発電所に行く

ための必要な装備（放射線防護服，マスク，線量計を含

む））

②その他発電所で得られた情報（発電所への移動に関する

道路状況等，移動する上で有益な情報）

③発電所へ移動する人の情報（人数，体調，移動手段（徒

歩，車両），連絡先）

発電用原子炉主任技術者は通信連絡手段により，必要の都

度，発電所の連絡責任者と連絡をとり，発電用原子炉施設の運

転に関し，保安上の指示を行う。 

第 2図 柏崎刈羽原子力発電所とその周辺 

①発電所の状況（設備及び所員の被災等）

②参集した要員の確認（人数，体調等）

③重大事故等対応に必要な装備（汚染防護具，マスク，線量

計等）

④発電所への持参品（通信連絡設備，照明機器等）

⑤気象及び災害情報等

第 2図 東海第二発電所とその周辺 

①発電所の状況（発電所への移動が可能なプラント状況か

どうか（格納容器ベントの実施見通し），発電所に行く

ための必要な装備（放射線防護具，マスク，線量計を含

む。））

②その他発電所で得られた情報（発電所への移動に関する

道路状況等，移動する上で有益な情報）

③発電所へ移動する人の情報（人数，体調，移動手段（徒

歩，車両），連絡先）

発電用原子炉主任技術者は通信連絡手段により，必要の都

度，発電所の連絡責任者と連絡をとり，発電用原子炉施設の運

転に関し，保安上の指示を行う。 

第 2図 島根原子力発電所とその周辺 
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2. 緊急時対策要員の所在について 

発電所員の約 8 割（第 1 表）が居住している柏崎市街地，

刈羽村の大半は，柏崎刈羽原子力発電所から半径 10km 圏内

（第 2 図）に位置しており，社員寮についても半径 10km 圏内

に設置されている。 

 

 

 

第 1表 居住地別の発電所員数（平成 29年 4 月時点） 

 

 

 

3. 発電所構外からの要員の参集ルート 

(1) 概要 

 

 

柏崎市，刈羽村からの要員参集ルートについては，第 3 

図に示すとおりであり，要員参集ルートの障害要因として

は，比較的に平坦な土地であることから土砂災害の影響は

少なく，地震による橋の崩壊，津波による参集ルートの浸

水が考えられる。 

 

 

 

 

地震による橋梁の崩落については，要員参集ルート上の

橋梁が崩落等により通行ができなくなった場合でも，迂回

ルートが複数存在することから，参集は可能である。ま

た，木造建物の密集地域はなくアクセスに支障はない。 

なお，地震による参集ルート上の主要な橋梁への影響に

ついては，平成 19 年新潟県中越沖地震においても，橋梁本

体の損傷による構造安全性に著しい影響のあるような損傷

は見られず（※１），実際に徒歩による通行に支障はなか

った。 

 

2. 災害対策要員の所在について 

東海村の大半は東海第二発電所から半径 5km圏内であり，発

電所員の約 5割が居住している。更に，東海村周辺のひたちな

か市，那珂市など東海第二発電所から半径 5km～10km 圏内に

は，発電所員の約 2割が居住しており，おおむね東海第二発電

所から半径 10km圏内に発電所員の約 7割が居住している。

（第 2図）（第 1表） 

 

第 1表 居住地別の発電所員数（平成 28年 7月時点） 

 

 

 

3. 発電所構外からの災害対策要員の参集ルート 

3.1 概要 

発電所構外から参集する災害対策要員の主要な参集ルートに

ついては，第 3図に示すとおりである。 

東海第二発電所が立地する東海村は比較的平坦な土地であ

り，発電所構外の拠点となる要員の集合場所（第三滝坂寮）か

ら発電所までの参集ルートは，通行に支障となる地形的な要因

の影響が少ない。また，木造建物の密集地域はなくアクセスに

支障はない。このため，参集要員は通行可能な道路等を状況に

応じて選択して参集できる。 

この他の参集に係る障害要因としては，地震による橋梁の崩

壊，津波による参集ルートの浸水が考えられる。 

 

地震による橋梁の崩壊については，参集ルート上の橋梁が崩

壊等により通行ができなくなった場合でも，迂回ルートが複数

存在することから，参集は可能である。なお，地震による参集

ルート上の主要な橋梁への影響については，平成 23 年の東北

地方太平洋沖地震においても，実際に徒歩による通行に支障は

なかった。 

 

 

 

 

2.  重大事故等に対処する要員の所在について 

発電所員の社宅・寮がある島根原子力発電所から半径５km

圏内に，発電所員（約 540 名）の約４割が居住している。更

に，島根原子力発電所から半径５～10km圏内には，発電所員

の約３割が居住しており，おおむね島根原子力発電所から半径

10km圏内に発電所員の約７割が居住している。 

（第 2図）（第 1表） 

 

第 1表 居住地別の発電所員数（令和３年３月時点） 

 

 

 

 

3. 発電所構外からの要員の参集ルート 

(1) 概要 

 

 

発電所構外からの参集ルートについては，第 3図に示す

とおりであり，参集ルートの障害要因としては，比較的に

平坦な土地であることから，土砂災害の影響は少なく，地

震による橋の崩壊，津波による参集ルートの浸水が考えら

れる。 

 

 

 

 

地震による橋梁の崩落については，参集ルート上の橋梁

が崩落等により通行ができなくなった場合でも，迂回ルー

トが複数存在することから，参集は可能である。また，木

造建物の密集地域はなくアクセスに支障はない。 

なお，地震による参集ルート上の主要な橋梁への影響に

ついては，平成 12年鳥取県西部地震においても，実際に徒

歩による通行に支障はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地理的要因の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉建設後の

最も大きな地震実績で

確認 
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新潟県が実施した広域避難シミュレーション（※２）に

よれば，大規模な地震が発生により，発電所で重大事故等

が発生した場合，住民避難のため発電所の南西の海側ルー

トに交通渋滞が発生しやすいという結果が得られている。

交通集中によるアクセス性への影響回避のため，参集ルー

トとしては可能な限り避けることとし，複数ある参集ルー

トから適切なルートを選定する。

大規模な地震が発生し，発電所で重大事故等が発生した場合

には，住民避難の交通渋滞が発生すると考えられるため，交通

集中によるアクセス性への影響回避のため，参集ルートとして

は可能な限り住民避難の渋滞を避けることとし，複数ある参集

ルートから適切なルートを選定する。

第 3図 主要な参集ルート 

大規模な地震が発生し，発電所で重大事故等が発生した場合

には，住民避難の交通渋滞が発生すると考えられるため，交通

集中によるアクセス性への影響回避のため，参集ルートとして

は可能な限り住民避難の渋滞を避けることとし，複数ある参集

ルートから適切なルートを選定する。

第 3図 発電所構外からの参集ルート 

1.0-787



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

津波浸水時については，アクセス性への影響を未然に回

避するため，大津波警報発生時には基準津波が襲来した際

に浸水が予想されるルート（第 3 図に図示した海沿いルー

ト）は使用しないこととし，これ以外の参集ルートを使用

して参集することとする。 

※1 参考文献：2007 年新潟県中越沖地震の被害とその

特徴／小長井一男（東京大学教授生産技

術研究所）ほか 

国土技術政策研究所資料 No.439，土木研

究所資料 No.4086，建築研究資料 No.112

「平成 19 年（2007 年）新潟県中越沖地

震被害調査報告」 

※2 参考文献：新潟県殿向け「平成２６年度新潟県広域

避難時間推計業務」～最終報告書～BGS-

BX-140147 平成２６年８月 三菱重工業

株式会社 

http://www.pref.niigata.lg.jp/genshi

ryoku/1356794481823.html 

参集ルートが津波により浸水した場合には，アクセス性への

影響を未然に回避するため，大津波警報発令時には，基準津波

が襲来した際に浸水が予想されるルート（第 3図に示す，ひた

ちなか市（那珂湊方面）及び日立市の比較的海に近いルート）

は使用せず，これ以外の参集ルートを使用して参集する。 

津波浸水時については，アクセス性への影響を未然に回

避するため，大津波警報発生時には基準津波が襲来した際

に浸水が予想されるルート（第 3図に示す，比較的海に近

いルート）は使用しないこととし，これ以外の参集ルート

を使用して参集することとする。 

・地理的要因の相違

【柏崎 6/7】 

新潟県固有の調査結

果 
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(2) 津波による影響が考えられる場合の参集ルート

柏崎市津波ハザードマップによると，柏崎市中心部から

発電所までの要員参集ルートへの影響はほとんど見られな

い（川岸で数十 cm 程度）が，大津波警報発生は，津波によ

る影響を想定し海側や鯖石川の河口付近を避けたルートに

より参集する。（第 3 図）

第 3 図 柏崎市，刈羽村からの要員参集ルート 

3.2 津波による影響が考えられる場合の参集ルート 

東海村津波ハザードマップ（第 4図）によると，東海村中心

部から東海第二発電所までの参集ルートへの影響はほとんど見

られない（川岸で数 10cm程度）が，大津波警報発令時は，津

波による影響を想定し，海側や新川の河口付近を避けたルート

により参集する。 

第 4図 茨城県（東海村）の津波浸水想定図（抜粋） 

(2) 津波による影響が考えられる場合の参集ルート

松江市津波ハザードマップによると，松江市中心部から

発電所までの参集ルートへの影響はほとんど見られない

（川岸で数 10cm程度）が，大津波警報発生時は，津波によ

る影響を想定し，海側や佐陀川の河口付近を避けたルート

により参集する。（第 4図） 

第 4図 構外参集拠点からの参集ルート 
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また，東海第二発電所では，津波ＰＲＡの結果を踏まえ，基

準津波を超え敷地に遡上する津波（以下「敷地遡上津波」とい

う。）に対して影響を考慮する必要がある。敷地遡上津波の遡

上範囲の解析結果（第 5図）から，発電所周辺に浸水する範囲

が認められるが，東海村中心部から東海第二発電所の敷地まで

の参集ルートに津波の影響がない範囲が確認できることから，

津波の影響を避けたルートを選択することにより参集すること

は可能である。 

第 5図 敷地に遡上する津波の遡上範囲想定図 

・評価内容の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，事故

シーケンスとして津波

特有の事故シーケンス

を選定していない 
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(3) 住民避難が行われている場合の参集について

全面緊急事態に該当する事象が発生し，住民避難が開始

している場合，住民の避難方向と逆方向に要員が移動する

ことが想定される。

発電所へ参集する要員は，原則，住民避難に影響のない

よう行動し，自動車による参集ができないような場合は，

自動車を避難に支障のない場所に停止した上で，徒歩や自

転車により参集する。 

4. 発電所構内への参集ルート

発電所敷地外から発電所構内への参集ルートは，通常の正門

を通過するルートに加え迂回ルートを確保している。（第 4

図）

第 4図 発電所構内への参集ルート 

3.3 住民避難がなされている場合の参集について 

全面緊急事態に該当する事象が発生し，住民避難が開始され

ている場合には，住民の避難方向と逆方向に移動することが想

定される。 

発電所へ参集する要員は，原則，住民避難に影響のないよう

行動し，自動車による参集ができないような場合は，自動車を

避難に支障のない場所に停止した上で，徒歩等により参集す

る。 

3.4 発電所構内への参集ルート 

東海第二発電所の敷地周辺の参集ルートについては，以下に

示す敷地の特徴を踏まえて，複数の参集ルートを設定してい

る。 

第 6図 発電所構内への参集ルート 

(3) 住民避難が行われている場合の参集について

全面緊急事態に該当する事象が発生し，住民避難が開始

している場合，住民の避難方向と逆方向に要員が移動する

ことが想定される。 

発電所へ参集する要員は，原則，住民避難に影響のない

よう行動し，自動車による参集ができないような場合は，

自動車を避難に支障のない場所に停止した上で，徒歩や自

転車により参集する。 

4. 発電所構内への参集ルート

発電所敷地外から発電所構内への参集ルートは，通常の一矢

入口及び本谷入口を通過するルートに加え迂回ルートを確保し

ている。（第 5図） 
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・東海第二発電所への参集に当たっては必ず国道 245号線

を通過することから，同国道の交通状態及び道路状態に

よるアクセス性への影響を受けないように，同国道を通

行する距離を短くするとともに，できるだけ多くの参集

ルートを設定し，更に各参集ルートの構内への進入場所

をできるだけ離す 

・敷地入口近傍にある 275kV及び 154kVの送電鉄塔の倒壊

による障害を想定し，鉄塔が倒壊しても影響を受けない

参集ルートを設定する。 

 

 

・敷地高さを踏まえ，敷地を遡上する津波によっても影響

を受けずに緊急時対策所に到達できる参集ルートを設定

する 

 

この考え方に基づき，発電所構外から発電所構内への参集ル

ートとして，正門ルート（通常時のルート）の他に，南側ルー

ト，南西側ルート，西側ルート及び北側ルートを設定する。

（第 6図，第 7図） 

各参集ルートの考慮すべき外的事象を第 2表に示す。また，

送電鉄塔の倒壊時における通行の考え方を，別紙補足 1に示

す。 

災害対策要員が参集する際は，各参集ルートの状況を踏まえ

て安全に通行できるルートを選定する。 

なお，正門ルート及び代替正門ルートを通行できない場合

は，隣接する他機関の敷地内を通行する南側ルート，南西側ル

ート，西側ルート及び北側ルートを介して災害対策要員が発電

所に参集する。このため，他機関とは，通行に係る運用及び参

集ルートに影響する障害物の撤去等に係る運用について，あら

かじめ取り決めることとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電所近傍にある 500kV，220kV及び 66kVの送電鉄塔の倒壊

による障害を想定し，鉄塔が倒壊しても影響を受けない参集ル

ートを設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電所近傍にある 500kV，220kV及び 66kVの送電鉄塔の倒壊

による障害を想定し，鉄塔が倒壊した場合における通行の考え

方を別紙補足 1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地理的要因の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，複数

のルートで参集が可能 

 

 

 

 

 

 

 

・評価内容の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，事故

シーケンスとして津波

特有の事故シーケンス

を選定していない 

 

 

 

 

 

 

 

・東海第二固有の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，他機

関の敷地を通行しない 
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3.5 緊急時対策所への参集ルート 

平日の勤務時間帯においては，災害対策要員の多くは事務本

館で執務しており，招集連絡を受けた場合は，速やかに緊急時

対策所に参集する。 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）においては，災害対

策要員（初動）が事務本館等での執務若しくは発電所構内に設

けた待機場所に待機しており，招集連絡を受けた場合は，速や

かに緊急時対策所に参集する。 

事務本館及び発電所構内に設けた待機場所から緊急時対策所

までの参集ルートを，第 8図に示す。 

第 7図 発電所周辺の送電線路と発電所への参集ルート 

平日の勤務時間帯においては，緊急時対策要員の多くは管理

事務所で執務しており，招集連絡を受けた場合は，速やかに緊

急時対策所に参集する。 

  夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）においては，初動対

応する要員が免震重要棟又はその近傍及び制御室建物又はその

近傍で執務若しくは待機しており，招集連絡を受けた場合は，

速やかに緊急時対策所に参集する。 

  管理事務所及び免震重要棟から緊急時対策所までのアクセス

ルートを，第 5図に示す。
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第 8図 緊急時対策所までの参集ルート 

第 2表 各参集ルートの特徴を踏まえた要員参集の適合性 

第 5図 発電所構内への参集ルート及び緊急時対策所への 

アクセスルート
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5. 夜間及び休日における要員参集について 

 

(1) 要員の想定参集時間 

第 1 表及び第 2 図に示すとおり，要員の大多数は発電所

から半径 10km 圏内に居住していることから，仮に発電所か

ら 10km地点に所在する要員が，夜間及び休日（平日の勤務

時間帯以外）において直接徒歩移動で参集する場合であっ

ても，参集時間は約 3 時間 30 分と考えられる。 

また，大地震等が発生している状況では要員の自宅が被

災する可能性もあるため，出発までの準備時間が約 1 時間

必要であると仮定した場合であっても，発電所への参集時

間は約 4 時間 30 分と考えられる。 

さらに，要員集合場所（柏崎エネルギーホール又は刈羽

寮）に立寄り，情報収集を行った上で参集することから，

集合場所に立寄るために遠回りする時間を 1 時間，情報収

集する場合の時間を 30 分必要であると仮定した場合であっ

ても，発電所から 10km に所在する要員は，約 6時間で発電

所に参集可能であると考えられる。 

 

 

(2) 要員参集調査 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，重大

事故等が発生した場合の緊急時対策要員の参集動向（所在

場所（準備時間を含む）～集合場所（情報収集時間を含

む）～発電所までの参集に要する時間）を評価した結果，

要員の参集手段が徒歩移動のみを想定した場合かつ，年末

年始やゴールデンウィーク等の大型連休であっても，5 時

間 30 分以内に参集可能な要員は 350 名以上と考えられ

る。 

なお，自動車等の移動手段が使用可能な場合は，より多

くの要員が早期に参集することが期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

4. 夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）の要員参集条件及び

参集時間について 

 

実際に実施した参集訓練等で得られた結果及び各種のハザー

ドを考慮した参集条件を保守的に設定し，これを用いて災害対

策要員の参集時間を以下に評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1 評価条件 

(1) 自宅等を出発するまでの時間 

事象発生後に，あらかじめ拘束当番に指名されており発

電所に参集する災害対策要員は，災対本部からの招集連絡

を受けて，発災 30分後に自宅を出発するものとする。（第

7図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 夜間及び休日における要員参集について 

 

(1) 要員の想定参集時間 

第 1表及び第 2図に示すとおり，要員の大多数は発電所

から半径 10km圏内に居住していることから，仮に発電所か

ら 10km地点に所在する要員が，夜間及び休日（平日の勤務

時間帯以外）において，発災 30分後に自宅を出発するもの

とし，徒歩移動で参集する場合であっても，参集時間は約

６時間 30分と考えられる。 

 

 

 

さらに，要員集合場所（緑ヶ丘施設，宮内（社宅・寮）

及び佐太前寮）に立寄り，情報収集を行った上で参集する

ことから，情報収集する場合の時間を 30分必要であると仮

定した場合であっても，発電所から 10kmに所在する要員

は，約７時間で発電所に参集可能であると考えられる。 

 

  

 

(2) 要員参集調査 

夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，重大

事故等が発生した場合の重大事故等に対処する要員の参集

動向（所在場所（準備時間を含む。）～集合場所（情報収

集時間を含む。）～発電所までの参集に要する時間）を評

価した結果，要員の参集手段が徒歩移動のみを想定した場

合かつ，年末年始やゴールデンウィーク等の大型連休であ

っても，７時間以内に参集可能な要員は 150名以上（発電

所員約 540名の約３割）と考えられる。 

なお，自動車等の移動手段が使用可能な場合は，より多

くの要員が早期に参集することが期待できる。 

 

 

また，集合場所（緑ヶ丘施設）からの参集訓練結果につ

いて別紙補足 2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，集合

場所を経由した場合の

移動時間を考慮して時

間を算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員を考慮していない 

・体制及び運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，参集

の目安である８時間で

参集可能な 10km圏内に

ついて記載 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，集合

場所からの参集訓練結

果について記載 
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＜参考：要員参集調査による評価＞ 

○夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，重大

事故等が発生した場合の緊急時対策要員の参集動向をよ

り具体的に把握するため，「平日夜間」「休日日中」

「休日夜間」「大型連休（シルバーウィーク※）日中」

「大型連休（シルバーウィーク※）夜間」の 5ケースに

おいて緊急呼び出しがかかった場合を想定し，その時々

における要員の所在場所（自宅，発電所，それ以外の場

所の場合は最寄りの集合場所までの移動時間を回答）を

調査することで，参集状況を評価。 

○要員集合場所（柏崎エネルギーホール又は刈羽寮）での

情報収集時間 30 分を考慮（第 5図）。

※ 要員参集調査時期が 2015 年 9 月であり大型連休の対象

をシルバーウィークとした。

＜参考：要員参集調査による評価＞ 

○夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）において，重大事故

等が発生した場合の重大事故等に対処する要員の参集動向を

より具体的に把握するため，「平日夜間」「休日日中」「休

日夜間」「大型連休日中」「大型連休夜間」の５ケースにお

いて緊急呼び出しがかかった場合を想定し，その時々におけ

る要員の所在場所（発電所からの直線距離に応じた区分を回

答）を調査することで，参集状況を評価する。（第 7図及び

第 8図） 

○参集の流れは，所在場所（準備時間を含む。）～集合場所

（情報収集時間を含む。）～発電所までの移動とする。 

○集合場所（緑ヶ丘施設，宮内（社宅・寮）及び佐太前寮）で

の情報収集時間 30分を考慮する。（第 6図） 

○過去５回の要員参集調査を実施し，重大事故等が発生した場

合の重大事故等に対処する要員の参集動向を評価した結果，

年末年始やゴールデンウィーク等の大型連休であっても，7

時間以内に参集可能な重大事故等に対処する要員は 150名以

上（発電所員約 540名の約３割）と考えられる。このことか

ら，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以外）の初動体制の拡

大を図り，長期的な事故対応を行うために外部から発電所へ

参集する緊急時対策要員（54名）は，要員参集の目安とし

ている８時間以内に確保可能であることを確認している※。 

※：（ａ）平成 28年５月：162名（うち，実施組織 109名 

（復旧班 49名，プラント監視班

60名）） 

（ｂ）平成 29年５月：167名（うち，実施組織 118名

（復旧班 67名，プラント監視班

51名）） 

（ｃ）平成 30年１月：151名（うち，実施組織 102名

（復旧班 50名，プラント監視班

52名）） 

（ｄ）令和元年１月：157名（うち，実施組織 105名

（復旧班 49名，プラント監視班

56名）） 

（ｅ）令和２年１月：221名（うち，実施組織 145名

（復旧班 74名，プラント監視班

71名）） 

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，発電

所からの直線距離に応

じた区分を回答し，そ

の距離を基に移動時間

を算出 
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第5図 要員参集の流れについて（イメージ） 第 7図 要員の招集から自宅出発までの概要 第 6図 要員参集の流れについて（イメージ） 

a. 車が使える場合（第 6 図）

○3 時間 30 分以内に約 8 割の要員が参集可能な場所に

いることを確認した。（大型連休は除く）

○大型連休でも，3 時間 30 分以内に約 6 割の要員が参

集可能な場所にいる。

b. 徒歩移動のみの場合（第 7 図）

○車を使用した場合に比べ要員参集のタイミングが遅く

なるが，7 割程度の要員は，5 時間 30 分以内に参集可

能な場所にいることを確認した。（大型連休は除く）

○通常の休日と大型連休を比較すると，大型連休には約 2

割多い要員が柏崎刈羽地域近傍から不在（徒歩 5 時間

30 分以上）となるが，5 時間 30 分以内で参集可能な

要員は約半数。

(2) 移動手段・移動速度

徒歩による移動とする。参集訓練実績をもとに移動速度

を 4.0km／h（67m／min）※とする。なお，参考として，自

転車で参集する場合を想定し，同様の考え方で移動速度を

12km／h（200m／min）とする。（別紙補足 2） 

※ 参集訓練の実績 5.0km／h（80m／min）に対して保守的

に 4.0km／h（67m／min）とする。自転車は，訓練実績

を踏まえて保守的に「12km／h（200m／min）」とする。 

ａ．車が使える場合（第 7図） 

○３時間 30分以内に約８割の要員が参集可能な場所にい

ることを確認した。（大型連休は除く。） 

○大型連休でも，３時間 30分以内に約５割の要員が参集

可能な場所にいる。 

ｂ．徒歩移動のみの場合（第 8図） 

○車を使用した場合に比べ要員参集のタイミングが遅く

なるが，６割程度の要員は，７時間以内に参集可能な

場所にいることを確認した。（大型連休は除く。） 

○通常の休日と大型連休を比較すると，大型連休には約

３割多い要員が半径 10km圏内から不在（徒歩７時間以

上）となるが，７時間以内で参集可能な要員は約３

割。 

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，参集

の目安である８時間で

参集可能な 10km圏内に

ついて記載 

・訓練内容の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，徒歩

による訓練を実施 
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第 6図 要員参集シミュレーション結果（車でアクセス可能） 

（ａ）平成 28年５月 

（ｂ）平成 29年５月 

（ｃ）平成 30年１月 （ｄ）令和元年１月 （ｅ）令和２年１月 

※：発電所からの直線距離に応じた区分を回答してもらい，その  

区分に応じた移動時間（30分以内（～10km），30分～1.5

時間（10～30km），1.5時間以上（30km～））に以下の数値

を加えて算出。 

・出発までの準備時間：30分

・集合場所での情報収集時間：30分

・集合場所から発電所間に設ける一時立寄場所に駐車し，

そこから徒歩で発電所までの移動時間：１時間

第 7図 要員参集シミュレーション結果（車でアクセス可能） 
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第 7図 要員参集シミュレーション結果（徒歩移動のみ） 

（ａ）平成 28年５月 

（ｂ）平成 29年５月 

（ｃ）平成 30年１月（ｄ）令和元年１月 （ｅ）令和２年１月 

※：出発までの準備時間を考慮の上，天候が良好な状況を想定

し，集合場所を経由した場合の発電所（緊急時対策所）ま

での移動距離 4.0時間以内（～3.5km），4.0～6.5時間

（3.5～10km），6.5～10.0時間（10～20km），10.0時間

以上（20km～）により算出。なお，移動速度は参集訓練の

実績（4.0km/h（67m/min））を基に算出している。 

※：発電所からの直線距離に応じた区分を回答。 

※：集合場所での情報収集時間の 30 分を考慮。 

第 8図 要員参集シミュレーション結果（徒歩移動のみ） 
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(3) 参集ルート

参集する災害対策要員は，津波による浸水を受ける発電

所周辺の浸水エリアを迂回したルートで参集する設定とし

た。 

4.2 参集に要する時間と災害対策要員数 

事象発生時には，発電所敷地内に既に待機している災害対策

要員（初動）（39名）を除く，あらかじめ拘束当番に指名さ

れている災害対策要員（72名）を含む全ての災害対策要員※

が発電所に参集する。 

※ 発電所に参集する要員数は，全ての災害対策要員（255

名，平成 28年 7月時点，第 1表参照）から災害対策要員

（初動）39名を差し引いた 216名となる。拘束当番であ

る災害対策要員（72名）は，216名の内数である。 

参集する災害対策要員が，東海第二発電所の敷地に参集する

（発電所構外の拠点となる集合場所を経由しない）までの所要

時間と参集する災害対策要員数の関係を第 3表に示す。 

第 3表 参集に係る所要時間と災害対策要員数の関係 

（平成 28年 7月時点） 

1.0-800
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(3) 参集要員の確保

(1)要員の想定参集時間，及び(2)要員参集調査から，夜

間及び休日（平日の勤務時間帯以外）かつ，参集手段が徒

歩移動のみを想定した場合であっても，発電所構外の緊急

時対策要員は事象発生から約 6 時間で発電所に参集可能と

考えられること，また，年末年始やゴールデンウィーク等

の大型連休に重大事故等が発生した場合であっても，5 時

間 30 分以内に参集可能な緊急時対策要員は 350 名以上と

考えられることから，事象発生から 10 時間以内に外部から

発電所へ参集する 6 号及び 7 号炉の対応を行うために必要

な緊急時対策要員※（106 名（1～7 号炉の対応を行う必要

な要員は合計 114 名））は確保可能であることを確認し

た。 

また，事象発生から 10 時間以内の重大事故等時の対応に

おいては，発電所内に常時確保する 44 名の緊急時対策要員

により対応が可能であるが，早期に班長以下の要員数が約 2 

倍となれば，より迅速・多様な重大事故等への対処が可能

と考えられる。このため，徒歩参集，要員自身の被災，過

酷な天候及び道路の被害等を考慮し，事象発生から約 6 時

間を目処に，外部から発電所に参集する 40 名の緊急時対策

要員※を確保する。 

※ 要員数については，今後の訓練等の結果により人数を

見直す可能性がある。

第 3表より，あらかじめ拘束当番に指名されており発電所に

参集する災害対策要員（72名）は，事象発生後 120 分には参

集していると考えられる。また，参集ルートの状況により自転

車で参集できる場合には，更に短時間での参集が可能となる。 

上記の参集に係る所要時間は，事象発生時に，構外から参集

する災害対策要員に求められる参集時間（最短で約 3時間，可

搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給）と比較して十分に早

い。（別紙補足 3，別紙補足 4） 

参集する災害対策要員は，参集ルート上に建物等の倒壊他に

より通行が困難な状態を確認した場合には，それを避けた別の

参集ルートを通行する。この場合，参集時間に影響すると考え

られるが，第 3表の評価結果は，以下に示す保守的な条件設定

に基づく評価結果であるため，実際の参集性には影響はない。 

・災害対策要員は発災 30分後（招集連絡を受信してから 20

分後）に出発することとしているが，実態は数分で出発可

能である。 

・移動手段は，発電所周辺の道路の通行に支障があることを

想定し，道路の状況に応じて参集ルートを選べる徒歩によ

る移動とした。 

・移動速度は参集訓練の実績（5.0km／h）に対し，保守的に

4.0km／hとした。 

・参集ルートは，発電所周辺には複数の道路があることか

ら，主要な幹線道路を用いた主要参集ルートが通行できな

い場合でも比較的近い場所を迂回参集ルートとして通行す

ることが可能である。このため，迂回参集ルートは主要参

集ルートと比較して移動距離及び移動時間はあまり変わら

ない。（別紙補足 5） 

(3) 参集要員の確保

(1)要員の想定参集時間，及び(2)要員参集調査から，夜

間及び休日（平日の勤務時間帯以外）かつ，参集手段が徒

歩移動のみを想定した場合であっても，発電所構外の重大

事故等に対処する要員は事象発生から約７時間で発電所に

参集可能と考えられること，また，年末年始，ゴールデン

ウィーク等の大型連休に重大事故等が発生した場合であっ

ても，７時間以内に参集可能な重大事故等に対処する要員

は 150名以上（発電所員約 540名の約３割）と考えられ

る。このことから，夜間及び休日（平日の勤務時間帯以

外）の初動体制の拡大を図り，長期的な事故対応を行うた

めに外部から発電所へ参集する緊急時対策要員（54名※）

は，要員参集の目安としている８時間以内に確保可能であ

ることを確認した。 

※：要員数については，今後の訓練等の結果により人数を

見直す可能性がある。 

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，参集

の目安である８時間で

参集可能な 10km圏内と

して設定  

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員には期待していな

いが，一定の緊急時対

策要員が参集する目安

時間を設定 

・運用の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員には期待していな

いが，一定の緊急時対

策要員が参集する目安

時間を設定 
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別紙補足 1 

鉄塔倒壊時のアクセスについて 

1. 鉄塔の倒壊とアクセスルートについて

発電所周囲には 275kV及び 154kVの送電線鉄塔が設置されて

おり，送電線及び送電鉄塔は参集ルート上を横断又は参集ルー

トに近接している。

送電線の脱落及び断線，あるいは送電線鉄塔が倒壊した場合

においても，垂れ下がった送電線又は倒壊した送電線鉄塔に対

して十分な離隔距離を保って通行すること，又は複数の参集ル

ートからその他の適切な参集ルートを選択することで，発電所

へ参集することは可能である。 

2. 送電鉄塔の倒壊時に通行する参集ルート

送電鉄塔の倒壊等が発生した際に通行する参集ルートについ

ては，倒壊した送電鉄塔の場所及び損壊状況に応じて，その他

の複数の参集ルートから，以下の事項を考慮して，確実に安全

を確保できる適切な参集ルートを選定し通行する。 

・大津波警報発生の有無

・倒壊した送電鉄塔及び送電線の損壊状態及び送電線の停電

状況

・上記以外の倒壊物による参集ルートへの影響状況

別紙補足 1 

鉄塔倒壊時のアクセスについて 

1． 鉄塔の倒壊と参集ルートについて

  発電所周囲には 500kV，220kV及び 66kVの送電鉄塔が設置さ

れており，送電線及び送電鉄塔は参集ルート上を横断又は参集

ルートに近接している。（第 1図）

  送電線の脱落及び断線，あるいは送電鉄塔が倒壊した場合に

おいても，垂れ下がった送電線又は倒壊した送電鉄塔に対して

十分な離隔距離を保って通行すること，又は複数の参集ルート

からその他の適切な参集ルートを選択することで，発電所に参

集することは可能である。 

2． 送電鉄塔の倒壊時に通行する参集ルート 

  送電鉄塔の倒壊等が発生した際に通行する参集ルートについ

ては，倒壊した送電鉄塔の場所及び損壊状況に応じて，その他

の複数の参集ルートから，以下の事項を考慮して，確実に安全

を確保できる適切な参集ルートを選定して通行する。 

・大津波警報発生の有無

・倒壊した送電鉄塔及び送電線の損壊状況及び送電線の停電

状況 

・上記以外の倒壊物による参集ルートへの影響状況

第 1図 発電所周辺の参集ルートと送電鉄塔の位置 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，送電

鉄塔倒壊時の通行の考

え方を記載 
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2.1 275kV No.2鉄塔が倒壊した場合 

発電所進入道路を阻害することになる，275kV No.2 鉄塔の

南側への倒壊又は 154kV No.5鉄塔の北側への倒壊が起きて

も，275kV No.2鉄塔を迂回することでアクセスすることは可

能である。（第 1図） 

第 1図 鉄塔倒壊時のアクセスルート（代替正門ルート） 

2.2 154kV No.3鉄塔が倒壊した場合 

西側ルートは，国道 245号から 2箇所の入口があるため，

154kV No.3送電鉄塔が倒壊しても，影響を受けない入口から

アクセスすることは可能。また，154kV No.3送電鉄塔を迂回

した場合は，JAEA敷地内を通行して南西側ルートよりアクセ

スすることも可能である。（第 2図）

（1）66kV No.54-甲及び No.54-乙送電鉄塔が倒壊した場合

発電所進入道路を阻害することになる 66kV No.54-甲及び

No.54-乙送電鉄塔の倒壊が起きても，これらの送電鉄塔を

迂回することでアクセスすることは可能である。（第 2

図） 

第 2図 一矢入口周辺の参集ルートと送電鉄塔の位置 

1.0-803



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第 2図 鉄塔倒壊時のアクセスルート（西側ルート） 

2.3 154kV No.2～4鉄塔が倒壊した場合 

154kV No.1～4鉄塔が全て西側へ倒壊して国道 245 号の通行

を阻害しても，発電所周囲の別の道に迂回することで 154kV鉄

塔の倒壊の影響を避けて発電所進入道路へアクセスすることは

可能。（第 3図） 

第 3図 鉄塔倒壊時のアクセスルート 

（迂回路(国道 245号迂回)） 
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2.4 154kV No.2～4鉄塔が倒壊した場合 

275kV No.2鉄塔の南側への倒壊又は 154kV No.5鉄塔の北側

への倒壊が発生し，かつ 154kV No.1～4送電鉄塔が全て西側へ

倒壊して国道 245号の通行を阻害している場合，津波警報が発

生していない状況であれば，標高の低い箇所を辿る北側及び南

側ルートを用いてアクセスすることが可能である。（第 4図） 

 

第 4図 鉄塔倒壊時のアクセスルート（北側，南側ルート） 
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3. 倒壊した送電鉄塔の影響について

自然災害により送電鉄塔が倒壊した事例を第 5図に示す。

第 5図 自然災害による送電鉄塔の倒壊事例 

いずれの自然災害においても，送電鉄塔は鉄骨間の間隙を保

って倒壊していることが確認できることから，災害対策要員

は，送電線の停電など安全を確認した上で倒壊した送電鉄塔の

影響を受けていない箇所を離隔を保って迂回するルートで鉄塔

の近傍を通過することが可能である。 

3． 倒壊した送電鉄塔の影響について 

  自然災害により送電鉄塔が倒壊した事例を第 3図に示す。 

第 3図 自然災害による送電鉄塔の倒壊事例 

重大事故等に対処する要員は，送電線の停電など安全を

確認した上で，倒壊した送電鉄塔の影響を受けていない箇

所を，離隔距離を保って迂回するルートで鉄塔の近傍を通

過することが可能である。 
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別紙補足 2 

参集訓練の実施結果 

1. 概要

重大事故等時において，発電所外から参集する災害対策要員の

参集性を評価するため参集訓練を実施した。参集する要員は，居

住地及び年齢など種々の組み合わせを考慮して選定し，発電所ま

で参集する時間を実際に計測して，移動速度を算出した。 

この結果から，発電所外から参集する災害対策要員の参集する

ための保守的な移動速度を設定した。 

2. 参集訓練の実施

参集訓練の実施に当たっての条件と実施結果を以下に示す。 

2.1 参集訓練の実施概要 

・移動経路は発電所の東側を除いた，北側，西側及び南側で 2

ルートの合計 4ルートを設定して実施。

・移動速度の計測は，移動手段を徒歩として実施。ただし，南

側のルートの計測では，自転車での速度の計測も実施。

・各コースとも 2名／組で実施し，年齢層によるバラツキをな

くすため，各組の合計年齢が同じようになるように設定（各

組で 80歳～100歳）。 

別紙補足 2 

参集訓練の実施結果について 

1． 概要

  重大事故等が発生した場合において，発電所外から参集する

重大事故等に対処する要員の参集性を評価するため参集訓練を

実施した。集合場所である緑ヶ丘施設から緊急時対策所に参集

する時間を実際に計測して，移動速度を算出した。 

この結果から，発電所外から参集する重大事故等に対処する

要員の参集するための移動速度を設定した。 

2． 参集訓練の実施 

  参集訓練の実施に当たっての条件と実施結果を以下に示す。 

（1）参集訓練の実施概要 

・移動経路は，通常参集ルートである一矢入口及び本谷入

口，迂回ルートである宇中入口及び内カネ入口を通過して

発電所にアクセスする４ルートを設定して実施。（第 1

図）

・移動速度の計測は，移動手段を徒歩として実施。

・各コースとも２名／組で実施。

第 1図 集合場所（緑ヶ丘施設）からの参集訓練ルート 

・記載方針の相違

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，集合

場所からの参集訓練結

果について記載 

・訓練内容の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，集合

場所から緊急時対策所

までの参集時間を計測 

・訓練内容の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，徒歩

による訓練を実施 
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2.2 参集訓練の実施結果 

第 1表 参集訓練の実施結果（平成 27年 9月 29日実施） 

3. 参集訓練の評価

第 1表参集訓練の結果より，徒歩での移動速度は 83m／min

（5.0km／h）と算出され，本訓練の評価用歩行速度を 67m／

min（4.0km／h）で設定した。 

また，上記の参集性の評価に当たっては，測定結果に交通事

情や道路条件及び道路上に発生した障害によって発生する迂回

に要する時間を考慮し，保守的に参集に係る移動速度を 67m／

min（4.0km／h）とした。 

なお，自転車を用いた移動速度は 208m／min（12.5km／h）

と評価でき，参集に自転車を用いれば参集に係る所要時間は更

に短縮できることを確認した。 

（2）参集訓練の実施結果 

  第 1表 参集訓練の実績結果（令和元年 11月 22日実施） 

3． 参集訓練の評価 

第 1表の参集訓練の結果より，徒歩での移動速度は 73 

m/min（4.4 km/h）と算出され，本訓練の評価用歩行速度を 67 

m/min（4.0 km/h）で設定した。 

また，上記の参集性の評価に当たっては，測定結果に交通事

情や道路条件及び道路上に発生した障害によって発生する迂回

に要する時間を考慮し，保守的に参集に係る移動速度を

67m/min（4.0 km/h）とした。 

・訓練内容の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，徒歩

による訓練を実施 
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4. 参集訓練の様子

参集訓練の様子を第 1図に示す。

第 1図 参集訓練の様子 

4． 参集訓練の様子 

参集訓練の様子を第 2図に示す。 

第 2図 参集訓練の様子
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別紙補足 3 

第 1図 各事故シナリオにおける参集要員に求める主な対応 

と参集時間 

・運用の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員を考慮していない 
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別紙補足 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，有効

性評価シナリオで参集

要員を考慮していない 
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別紙補足 5 

 

参集ルートに対する迂回参集ルートの移動距離及び 

移動時間の影響 

 

東海第二発電所の構外の拠点（第三滝坂寮）から東海第二発電

所の敷地までの参集ルートを広範囲に複数設定した場合に，各参

集ルートの移動距離と所要時間を第 1図及び第 1表に比較した。 

 

 

第 1図 発電所の構外拠点から発電所敷地までの参集ルート 

及び迂回参集ルート 

 

第 1表 第 1図における参集ルート及び迂回参集ルートの 

移動距離及び所要時間 

 

参集ルートと迂回参集ルートについて，距離の差は最大で

650m，所要時間の差は最大で 9分 42秒である。参集に係る所要

時間と災害対策要員数の関係の結果（4.2項 第 3表）を踏まえ

ると，迂回参集ルート所要時間の増加による要員参集結果への影

響は少ない。 

 

 

・記載箇所の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，発電

所構外の集合場所から

緊急時対策所までの参

集ルートについて，複

数のルートの参集時間

を実際に計測した結果

を別紙補足２に記載 
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別紙 27 

屋外アクセスルート 除雪時間評価 

 

1. ホイールローダ仕様 

○最大けん引力   ：14.17t 

 

○バケット全幅   ：270cm 

○走行速度(1 速）  ：前進・後進 0～8km/h 

 

 

 

 

2. 除雪速度の算出 

＜降雪条件＞ 

○積雪量：20cm 

（構内アクセスルート（車両）は降雪量 5cm～10cm で除雪作業

開始としていることから，保守的に 20cm として設定。） 

 

○単位重量：積雪量 1cm あたり 29.4N/m2(3kg/m2) 

積雪密度：3kg/m2÷0.01m=300kg/m3(0.3t/m3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜除雪方法＞ 

アクセスルート上に降り積もった雪を，ホイールローダで道

路脇へ 5m 押し出し除去する。 

1 回の押し出し可能量を 11.3t とし，11.3t の雪を集積

し，道路脇へ押し出す作業を 1サイクルとして繰り返す。 

 

 

 

 

別紙（3） 

屋外アクセスルート 除雪時間評価について 

 

1. ホイールローダ仕様 

○最大けん引力：7t 

（けん引力 8.8t×アスファルト摩擦係数 0.8） 

○バケット全幅：2.5m 

○走行速度(1速の走行速度の 1／2）：前進 1.1m／s（4.0km／

h） 

後進 1.1m／s（4.0km／

h） 

 

2. 降雪除去速度の算出 

(1) 降雪条件 

○積雪量：30cm（安全施設において考慮する積雪量を準拠

する） 

 

 

○密度：200kg／m３(0.2t／m３) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 除去方法 

○アクセスルート上に降り積もった雪を，ホイールローダ

で道路脇へ 1m 押し出し除去する。 

○1回の押出し可能量を 7tとし，7tの雪を集積し，道路脇

へ押し出す作業を 1サイクルとして繰り返す。 

 

 

 

 

別紙（23） 

屋外のアクセスルート 除雪時間評価 

 

1. ホイールローダ仕様 

○最大けん引力     ：16ｔ 

 

○バケット全幅     ：292cm 

○走行速度（１速） ：前進 0～6.6 km/h，後進 0～7.1km/h 

 

 

 

 

2. 除雪速度の算出 

＜降雪条件＞ 

 ○積雪量：20cm 

（アクセスルート（車両）は 10cmで除雪作業開始としてい

ることから，保守的に 20cmとして設定） 

 

○単位体積重量：積雪量 1cmあたり 20N/m2（2.1kg/m2） 

積雪密度：2.1kg/m2÷0.01m=210kg/m3（0.21t/m3） 

（松江市建築基準法施行細則） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜除雪方法＞ 

・アクセスルート上に降り積もった雪を，ホイールローダで

道路脇へ５m押し出し除去する。 

・１回の押し出し可能量を 16tとし，16tの雪を集積し，道

路脇へ押し出す作業を１サイクルとして繰り返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

ホイールローダの仕

様の相違（以下，別紙

(23)-①の相違） 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

除雪作業開始基準の

相違 

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 プラントの相違に伴

う単位体積重量，密度

の相違（六条に示す積

雪の単位荷重より引

用） 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，出典

を明確化 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

別紙(23)-①の相違 
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1 回の集積で進める距離 X 

11.3t÷（積雪厚さ 0.2m×幅 2.7m×0.30t/m3）＝69.7m≒69m 

 

1 サイクル当りの作業時間は，1 速の走行速度(0～8km/h)の

平均 4km/h で作業すると仮定して 

 

A：押し出し(①→②→③)：(69m+5m)÷4km/h＝66.6 秒≒67 

秒  

B：ギア切替え ：3 秒 

C：後進：(③→②) ：5m÷4km/h=4.5 秒≒5 秒 

 

 

○バケット幅が 2.5mであることから，5.0mの道幅を確保す

るために，2台のホイールローダで作業を行う。なお，車

両による速度の差はないため，1台分の時間を評価の対象

とする。（第 1図参照） 

 

第 1図 除去イメージ図 

 

・1サイクルで重機にて除去可能な降雪面積 

7t（けん引力）÷（0.2t／m３（密度）×30cm（降雪

量））＝116.66m２ 

・各区間での除去面積と走行距離（第 2図参照） 

①～②の撤去範囲（前サイクルの取残し部の面積，距

離）：1.35m２，2.5m 

②～③の撤去範囲（直進部の面積，距離）：107.9m２，

43.1m 

③～④の撤去範囲（旋回部の面積，距離）：4.91m２，

2.0m 

④～⑤の撤去範囲（押出部の面積，距離）：2.5m２，1.0m 

 

 

 

 

(3) 1サイクル当りの作業時間 

走行速度（前進 1.1m／s，後進 1.1m／s）で作業すると仮

定して， 

・A：押出し（①→②→③→④→⑤）：48.6m÷1.1m／s≒45

秒 

・B：ギア切替え：6秒 

・C：後進：（⑤→④→③）：3.0m÷1.1m／s＝2.73 秒≒3

秒 

・D：ギア切替え：6秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１回の集積で進める距離Ｘ＝16t÷（積雪厚さ 0.2m×幅

2.9m×0.21t/m3）＝131.3m≒131m 

 

・１サイクル当りの作業時間は，１速の走行速度（前進 0～

6.6，後進 0～7.1km/h）の平均 3.3 km/h（前進），3.5km/h

（後進）で作業を実施すると仮定して 

Ａ：押し出し（①→②→③） ：(131m＋５m)÷3.3km/h

＝148.3秒≒149秒 

Ｂ：ギア切替え       ：３秒 

Ｃ：後進（③→②）     ：５m÷3.5km/h＝5.1秒≒

６秒 

Ｄ：ギア切替え       ：３秒 

・運用の相違 

【東海第二】 

 ホイールローダの仕

様及び確保する道路幅

の相違に伴う除雪作業

方法の相違（以下，別

紙(23)-②の相違） 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 別紙(23)-②の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

別紙(23)-①の相違 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

別紙(23)-①の相違 

・運用の相違 

【東海第二】 

 別紙(23)-②の相違 

 

 

・設計方針の相違 

1.0-814



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

1 サイクル当りの作業時間（A+B+C）=67 秒+3 秒+5 秒=75 

秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜除雪速度＞ 

1 サイクル当りの除雪延長÷1 サイクル当りの除雪時間 

69m÷75 秒=0.92m/秒=3.31km/h≒3.3km/h 

 

 

 

3. まとめ 

○ 降雪の除雪速度について，3.3km/h とする。 

 

1サイクル当たりの作業時間（A＋B＋C＋D） 

＝45秒＋6秒＋3秒＋6秒＝60秒 

 

 

 

第 2図 降雪除去のサイクル図 

 

 

 

(4) 1サイクル当りの除去延長 

取残し部①～②の距離＋直進部②～③の距離 

＝2.5m＋43.1m＝45.6m 

 

(5) 除雪速度 

   1サイクル当たりの除去延長÷1サイクル当りの作業時間 

   45.6m÷60秒＝0.76m／s＝2.736km／h≒2.73km／h 

 

 

 

3. まとめ 

  除雪速度は 2.73km／hとする。南側保管場所から可搬型設備

が通行する水源（西側淡水貯水設備，代替淡水貯槽），接続

先，送水先までのルートの除雪に要する時間評価を第 3図～第

12図に示す。 

 

１サイクル当りの作業時間（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 

＝149秒＋３秒＋６秒＋３秒＝161秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜除雪速度＞ 

１サイクル当りの除雪延長÷１サイクル当りの除雪時間 

 ＝131m÷161秒＝2.92km/h≒2.9km/h 

 

 

 

3. まとめ 

降雪の除雪速度について，2.9km/hとする。緊急時対策所及

び保管場所から可搬型設備が通行する水源（輪谷貯水槽（西１

／西２），非常用取水設備），接続先，送水先までのルートの

除雪に要する時間評価を第 1図～第 3図及び第 1表～第 3表に

示す。 

 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，ギア

切替えに要する時間も

考慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

別紙(23)-①の相違 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 別紙(23)-②の相違 

 

 

 

・設備，運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

別紙(23)-①，②の相

違 

 

・設備，運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

別紙(23)-①，②の相

違 
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第 1図 大湊側高台保管場所からの除雪ルート及び仮復旧時間 

 

 

第 3図 設定したＡルートの除雪に要する時間 

 

 

第 4図 設定したＢルートの除雪に要する時間 

 

(1) 第１保管エリアからのルート 

 

※：図に記載のある除雪ルートは，仮復旧時間が最も長いルート

を記載している。 

 第 1図 第１保管エリアからの除雪ルート（ルートＡ②） 

 

 

第 1表 第１保管エリアからの仮復旧時間（ルートＡ②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備，運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

ホイールローダの仕

様及び除雪ルートの相

違 
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第 2図 荒浜側高台保管場所からの除雪ルート及び仮復旧時間 

 

 

第 5図 設定したＣルートの除雪に要する時間 

 

 
第 6図 設定したＤルートの除雪に要する時間 

 

(2)第４保管エリアからのルート 

 

 

※：図に記載のある除雪ルートは，仮復旧時間が最も長いルート

を記載している。 

第 2図 第４保管エリアからの除雪ルート（ルートＢ②） 

 

第 2表 第４保管エリアからの仮復旧時間（ルートＢ②） 
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第 7図 設定したＥルートの除雪に要する時間 

 

 

第 8図 設定したＦルートの除雪に要する時間 

 

 

(3)第３保管エリアからのルート 

 

  
 

※：図に記載のある除雪ルートは，仮復旧時間が最も長いルート

を記載している。 

第 3図 第３保管エリアからの除雪ルート（ルートＤ②） 

 

第 3表 第３保管エリアからの仮復旧時間（ルートＤ②） 
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第 9図 設定したＧルートの除雪に要する時間 

 

 

第 10図 設定したＨルートの除雪に要する時間 
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第 11図 設定したＩルートの除雪に要する時間 

 

 

 

第 12図 設定したＪルートの除雪に要する時間 
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別紙 28 

屋外アクセスルート 除灰時間評価 

 

１．ホイールローダ仕様 

○最大けん引力   ：14.17t 

 

○バケット全幅   ：270cm 

○走行速度(1 速） ：前進・後進 0～8km/h 

 

 

 

 

２．除灰速度の算出 

＜降灰条件＞ 

○厚さ：35cm 

 

 

 

○単位体積重量：1.5t/m3 

 

 

 

 

 

 

＜除灰方法＞ 

アクセスルート上に降り積もった火山灰を，ホイールローダ

で道路脇へ押し出し除去する。 

一回の押し出し可能量を 11.3t とし，11.3t の火山灰を集

積し，道路脇へ押し出す作業 1 サイクルとして繰り返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙（4） 

屋外アクセスルート 降灰除去時間評価について 

 

1. ホイールローダ仕様  

○最大けん引力：7t 

（けん引力8.8t×アスファルト摩擦係数 0.8） 

○バケット全幅：2.5m 

○走行速度（1速の走行速度の1／2）：前進1.1m／s（4.0km／ 

h） 

後進1.1m／s（4.0km／ 

h） 

 

2. 降灰除去速度の算出 

(1) 降灰条件 

○降灰量：50cm（降下火砕物シミュレーション等から設定

した降灰量） 

 

 

○密度：湿潤状態 1.5g／cm３（1.5t／m３）  

 

 

 

 

 

 

(2) 除去方法 

○アクセスルート上の降灰を，ホイールローダで道路脇へ

1m 押し出し除去する。 

○1回の押出し可能量を7tとし，7tの降灰を集積し，道路脇

へ押し出す作業を1サイクルとして繰り返す。 

 

 

○バケット幅が 2.5mであることから，5.0mの道幅を確保

するために，2台のホイールローダで作業を行う。な

お，車両による速度の差はないため，1台分の時間を評

価対象とする。（第 1図参照） 

 

 

別紙（24） 

屋外のアクセスルート 除灰時間評価 

 

1. ホイールローダ仕様 

○最大けん引力     ：16ｔ 

 

○バケット全幅     ：292cm 

○走行速度（１速） ：前進 0～6.6 km/h，後進 0～7.1km/h 

 

 

 

 

2. 除灰速度の算出 

＜降灰条件＞ 

○厚さ：56cm（設計基準） 

 

 

 

○単位体積重量：1.5t/m3（宇井忠秀編「火山噴火と災害」東

京大学出版） 

 

 

 

 

 

＜除灰方法＞ 

・アクセスルート上に降り積もった火山灰を，ホイールローダ

で道路脇へ５m押し出し除去する。 

・１回の押し出し可能量を 16tとし，16tの火山灰を集積し，

道路脇へ押し出す作業を１サイクルとして繰り返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

ホイールローダの仕

様の相違（以下，別紙

(24)-①の相違） 

 

 

 

 

 

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 プラントの相違によ

る厚さ，降灰量の相違

（六条に示す降下火砕

物の設計条件より引

用） 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，出典

を明確化 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

別紙(24)-①の相違 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 ホイールローダの仕

様及び確保する道路幅

の相違に伴う除灰作業

方法の相違（以下，別
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1 回の集積で進める距離 X 

=11.3t÷（火山灰厚さ 0.35m×幅 2.7m×1.5t/m3）

=7.97m≒7.9m 

1 サイクル当りの作業時間は，1 速の走行速度(0～8km/h)の

平均 4km/h で作業すると仮定して 

 

A：押し出し(①→②→③)：(7.9m+5m)÷4km/h=11.6 秒≒12 秒 

 

B：ギア切替え ：3 秒 

C：後進：(③→②) ：5m÷4km/h=4.5 秒≒5 秒 

 

1 サイクル当りの作業時間（A+B+C）=12 秒+3 秒+5 秒=20 秒 

 

 

 

第 1図 除去イメージ図 

 

・1サイクルで重機にて降灰除去可能な面積 

7t（けん引力）÷（1.5t／m３（密度）×50cm（降灰

量））＝9.33m２ 

・各区間での除去面積と走行距離（第2図参照） 

①～②の撤去範囲（前サイクルの取残し部の面積，距

離）：1.35m２，2.5m 

②～③の撤去範囲（直進部の面積，距離）：0.57m２，

0.2m 

③～④の撤去範囲（旋回部の面積，距離）：4.91m２，

2.0m 

④～⑤の撤去範囲（押出し部の面積，距離）：2.5m２，

1.0m 

 

 

 

 

(3) 1サイクル当りの作業時間 

走行速度（前進1.1m／s，後進1.1m／s）で作業すると仮

定して， 

・A：押出し（①→②→③→④→⑤）：5.7m÷1.1m／s＝6秒 

 

・B：ギア切替え：6秒 

・C：後進：（⑤→④→③）：3.0m÷1.1m／s＝2.73 秒≒3秒 

・D：ギア切替え：6秒 

1サイクル当たりの作業時間（A＋B＋C＋D） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１回の集積で進める距離Ｘ＝16t÷(火山灰厚さ 0.56m×幅

2.9m×1.5t/m3)＝6.56m≒６m 

 

・１サイクル当りの作業時間は，１速の走行速度（前進 0～

6.6，後進 0～7.1km/h）の平均 3.3 km/h（前進），3.5km/h

（後進）で作業を実施すると仮定して 

Ａ：押し出し（①→②→③） ：（６m＋５m）÷3.3km/h＝ 

12秒 

Ｂ：ギア切替え       ：３秒 

Ｃ：後進（③→②）     ：５m÷3.5km/h＝5.1秒≒６秒 

Ｄ：ギア切替え       ：３秒 

１サイクル当りの作業時間（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 

紙(24)-②の相違） 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 別紙(24)-②の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 別紙(24)-②の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

別紙(24)-①の相違 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

別紙(24)-①の相違 

・運用の相違 

【東海第二】 

 別紙(24)-②の相違 

 

・設計方針の相違 

【柏崎 6/7】 
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＜除灰速度＞ 

1 サイクル当りの除灰延長÷1 サイクル当りの除灰時間  

＝7.9m÷20 秒=0.395m/秒=1.422km/h≒1.4km/h 

 

 

 

３．まとめ 

○火山灰の除灰速度について，1.4km/h とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝6秒＋6秒＋3秒＋6秒＝21秒 

 

第2図 降灰除去のサイクル図 

 

 

 

(4) 1サイクル当りの除去延長 

取残し部①～②の距離＋直進部②～③の距離 

＝2.5m＋0.2m＝2.7m 

 

(5) 降灰除去速度 

   1サイクル当たりの除去延長÷1サイクル当りの作業時間 

   2.7m÷21 秒＝0.128m／s＝0.462km／h≒0.46km／h 

 

 

 

3. まとめ 

  降灰の除去速度は 0.46km／hとする。南側保管場所からの可

搬型設備が通行する水源（西側淡水貯水設備，代替淡水貯

槽），接続先，送水先までのルートの除灰に要する時間評価を

第 3図～第 12図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

＝12秒＋３秒＋６秒＋３秒＝24秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜除灰速度＞ 

１サイクル当りの除灰延長÷１サイクル当りの除灰時間 

＝６m÷24秒＝0.9km/h 

 

 

 

3. まとめ 

火山灰の除灰速度について，0.9km/hとする。緊急時対策所

及び保管場所から可搬型設備が通行する水源（輪谷貯水槽（西

１／西２），非常用取水設備），接続先，送水先までのルート

の除灰に要する時間評価を第 1図～第 3図及び第 1表～第 3表

に示す。 

 

 

 

 

 

 

島根２号炉は，ギア

切替えに要する時間も

考慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

別紙(24)-①の相違 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

 別紙(24)-②の相違 

 

 

 

・設備，運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

別紙(24)-①，②の相

違 

 

・設備，運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

別紙(24)-①，②の相

違 
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第 1図 大湊側高台保管場所からの除灰ルート及び仮復旧時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3図 設定したＡルートの除灰に要する時間 

 

 
第 4図 設定したＢルートの除灰に要する時間 

 

 

(1)第１保管エリアからのルート 

 

※：図に記載のある除灰ルートは，仮復旧時間が最も長いルート

を記載している。 

第 1図 第１保管エリアからの除灰ルート（ルートＡ②） 

 

第 1表 第１保管エリアからの仮復旧時間（ルートＡ②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備，運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

ホイールローダの仕

様及び除灰ルートの相

違 
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第 2 図 荒浜側高台保管場所からの除灰ルート及び仮復旧時間 

 

 

第 5図 設定したＣルートの除灰に要する時間 

 

 

第 6図 設定したＤルートの除灰に要する時間 

 

 

(2)第４保管エリアからのルート 

 

 

 

※：図に記載のある除灰ルートは，仮復旧時間が最も長いルート

を記載している。 

第 2図 第４保管エリアからの除灰ルート（ルートＢ②） 

 

第 2表 第４保管エリアからの仮復旧時間（ルートＢ②） 
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第 7図 設定したＥルートの除灰に要する時間 

 

 
第 8図 設定したＦルートの除灰に要する時間 

 

 

(3)第３保管エリアからのルート 

 

※：図に記載のある除灰ルートは，仮復旧時間が最も長いルート

を記載している。 

第 3図 第３保管エリアからの除灰ルート（ルートＤ②） 

 

第 3表 第３保管エリアからの仮復旧時間（ルートＤ②） 
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第 9図 設定したＧルートの除灰に要する時間 

 

 
第 10図 設定したＨルートの除灰に要する時間 
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第 11図 設定したＩルートの除灰に要する時間 

 

 
第 12図 設定したＪルートの除灰に要する時間 
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